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ふ
れ
あ
い
の
祭
典
・
県
民
文
化

普
及
事
業「
兵
庫
短
歌
祭
」が
11
月

18
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
、
淡

路
市
立
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
入
賞
者
の
表
彰
式
、

作
品
の
総
評
に
続
き
、「
講
演　

淡

路
島
和
歌
の
路
」
が
行
わ
れ
た
。

　

予
報
通
り
雨
も
午
後
に
は
上
が

り
島
内
は
も
ち
ろ
ん
、
明
石
海
峡

大
橋
を
渡
り
参
加
さ
れ
た
中
高
生

や
そ
の
親
や
兄
弟
姉
妹
、会
員
、一

般
の
方
々
が
多
数
参
加
さ
れ
た
。

　

力
強
い
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て

石
屋
恵
比
須
舞
奉
賛
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
「
恵
比
須
舞
」
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
。
朱
色
の
衣
装
を
ま
と
っ

た
恵
比
須
さ
ん
の
、
滑
稽
な
仕
草

に
会
場
か
ら
は
た
び
た
び
拍
手
が

お
こ
っ
た
。
続
い
て
門
康
彦
淡
路

市
長
の
「
淡
路
島
を
題
材
と
す
る

和
歌
は
少
な
く
と
も
六
百
首
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
日
の
兵
庫

短
歌
祭
と
淡
路
島
が
和
歌
の
魅
力

を
発
信
す
る
一
助
と
な
れ
ば
う
れ

し
い
。」
と
の
開
会
の
挨
拶
。
続

い
て
大
谷
武
徳
県
芸
術
文
化
協
会

業
務
執
行
理
事
が
「
ふ
れ
あ
い
の

祭
典
は
今
年
で
29
回
目
を
迎
え
る

が
身
近
な
場
所
で
芸
術
文
化
に
触

れ
て
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
し
て

い
る
。
日
本
の
心
を
伝
え
る
短
歌

を
通
じ
交
流
を
深
め
て
も
ら
い
た

い
。」
と
話
さ
れ
た
。

　

次
に
安
藤
直
彦
歌
人
ク
ラ
ブ
代

表
が
「
千
三
百
年
前
か
ら
の
言
葉

の
調
べ
に
よ
る
言
葉
の
伝
達
が
短

歌
と
い
う
形
で
残
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
。
老
若
世
代
を
超
え
て
ひ

と
つ
の
も
の
を
共
有
で
き
る
こ
と

が
地
域
の
活
性
化
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
短
歌
は
単

に
習
い
ご
と
と
い
う
の
で
は
な
く
、

ひ
ろ
い
視
野
か
ら
自
分
自
身
を
発

見
し
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
自
覚

す
る
も
の
で
あ
る
。」と
述
べ
ら
れ

た
。

　

平
成
29
年
度
短
歌
祭
応
募
作
品

数
は
一
般
の
部
３
７
６
首
、
ジ
ュ

ニ
ア
の
部
６
５
５
首
。
一
般
の
部

入
賞
者
は
文
部
科
学
大
臣
賞
藤
本

朋
世
氏
な
ど
11
名
。入
選
６
名
、佳

作
20
名
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
は
兵
庫

県
知
事
賞
の
兵
庫
県
立
大
学
附
属

中
学
校
２
年
横
治
美
玖
さ
ん
な
ど

入
賞
12
名
、
入
選
９
名
、
佳
作
39

名
が
受
賞
し
表
彰
状
と
副
賞
が
授

与
さ
れ
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
は

受
賞
者
が
自
分
の
歌
を
晴
れ
や
か

に
大
き
な
声
で
披
露
し
て
盛
ん
な

拍
手
を
受
け
た
。
こ
の
喜
び
を
心

に
刻
み
中
高
生
た
ち
が
短
歌
を
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
取
り
入
れ
て
く

れ
れ
ば
と
願
う
。

　

講
評
は
一
般
の
部
を
清
水
昭
男
、

桂
保
子
、
中
川
昭
各
氏
。
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
は
尾
崎
ま
ゆ
み
氏
が
担
当
。

司
会
は
鈴
木
美
樹
、
遠
藤
和
子
各

氏
。
そ
の
後
の
講
演
は
影
山
尚
之

武
庫
川
女
子
大
学
文
学
部
教
授
に

よ
る
「
淡
路
島
和
歌
の
路
」。
淡

路
島
、
特
に
北
淡
の
和
歌
の
歌
碑
、

瀬
戸
内
海
を
船
で
旅
す
る
時
に
詠

ま
れ
た
歌
な
ど
に
つ
い
て
解
り
や

す
く
解
説
さ
れ
た
。
淡
路
市
実
行

委
員
会
副
会
長
新
阜
昭
久
氏
の
閉

会
の
辞
の
後
、
午
後
四
時
三
十
分

終
了
。
参
加
者
１
６
０
名
。

�

（
山
田
恵
子
）

（
講
演
の
詳
し
い
内
容
は
２
～
４

面
に
記
載
）

石屋恵比須舞奉賛会の皆さまによる恵比須舞

門康彦淡路市長より受賞の藤本朋世氏

応募短歌の批評をする清水昭男氏



兵 庫 県 歌 人 ク ラ ブ 会 報 （2）2017年（平成29年）12月25日

結社（グループ） 会　　場 内　容 問い合わせ先

芦 屋 水 甕 短 歌 会
芦屋市民会館 第２土曜、午後１時半

0797（31）7220　　藤井　幸子
谷崎潤一郎記念館 第４金曜、午後１時半

新 月 芦 屋 支 部 西宮北口生活消費センター５F 第３土曜、午後１時 078（733）8569　　西村　　郁

玲 瓏 関 西 歌 会 プレラにしのみや（西宮市） 2/4、5/13、10/6、午後1時 0798（52）7448　　小林　幹也

宝 塚 白 珠 の 会 宝塚東公民館（宝塚市） 第３火曜、午後１時 072（794）0614　　星野　敏江

心 の 花 兵 庫 歌 会 アステ6階 市民プラザ（川西市） 奇数月第１土曜、午後２時 072（794）3083　　足立　晶子

明 石 大 門 歌 会 明石市立勤労福祉会館 第１土曜、午後１時 078（781）0846　　森嶋　郁子

　

本
日
の
お
話
の
主
旨
は
、
短
歌
・
和
歌
と

淡
路
島
が
そ
も
そ
も
縁
が
深
く
、「
こ
れ
か
ら

も
仲
良
く
し
ま
し
ょ
う
よ
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
お
手
元
の
資
料
に
基
づ
き
、
要
点
を
ご

説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
聞
き
い
た
だ
け

た
ら
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
淡

路
市
に
は
歌
碑
の
い
く
つ
か
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
を
訪
ね
る
観
光
の
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

●
万
葉
集
羈
旅
（
き
り
ょ
）
の
歌
に
お
け
る

　
淡
路
島

　

万
葉
集
巻
三
・
三
八
九
に
長
歌
と
反
歌
に

よ
る
「
羈
旅
の
歌
一
首
」
が
あ
り
ま
す
。
羈

旅
と
は
旅
の
こ
と
。
こ
の
文
字
を
見
て
み
ま

す
と
「
馬
」
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に
、
本
来

は
馬
に
よ
る
旅
、
陸
を
行
く
旅
の
こ
と
で
す

が
、
や
が
て
船
を
用
い
た
海
路
の
旅
も
指
す

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
近
い
距

離
、
日
帰
り
の
出
張
で
あ
っ
て
も
旅
と
言
う

こ
と
も
可
能
で
す
が
、
万
葉
集
で
羈
旅
と
言

う
場
合
は
、
概
ね
畿
外
に
出
て
い
く
遠
距
離

の
旅
を
意
味
し
ま
す
。
ま
ず
反
歌
を
み
て
く

だ
さ
い
。

・
島
伝
ひ　

敏
馬
（
み
ぬ
め
）
の
崎
を　

漕
ぎ
廻
（
み
）
れ
ば　

大
和
恋
し
く　

鶴

（
た
づ
）
さ
は
に
鳴
く

　

こ
の
「
敏
馬
の
崎
」
は
、
神
戸
市
灘
区
岩

屋
の
敏
馬
神
社
の
辺
り
の
こ
と
で
、
遠
い
畿

外
か
ら
の
旅
で
懐
か
し
い
大
和
が
近
づ
い
て

き
た
と
い
う
状
況
が
み
て
と
れ
ま
す
。
ま
た
、

長
歌
で
は
「
海
神
（
わ
た
つ
み
）
は　

く
す

し
き
も
の
か　

淡
路
島
」
と
詠
い
出
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
に
船
旅
の
恐
怖
を
味
わ
い

尽
く
し
て
き
た
作
者
の
感
慨
が
こ
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
明
石
海
峡
は
、
夕
方
に
な
る
と
と

く
に
満
潮
時
は
東
に
向
か
っ
て
猛
烈
に
潮
が

流
れ
ま
す
。「
夕
さ
れ
ば　

潮
を
満
た
し
め　

明
け
さ
れ
ば　

潮
を
干
（
か
）
れ
し
む　

潮

さ
ゐ
の　

波
を
恐
（
か
し
こ
）
み　

淡
路
島

　

磯
隠
（
い
そ
が
く
）
り
居
て
」
は
、
こ
の

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
旅
の
終
り
に
最
大

の
難
所
が
た
ち
ふ
さ
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
こ
に
淡
路
島
の
立
地
、
当
時
の
船
旅
の
実

情
が
い
き
い
き
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ち
な

み
に
、
古
代
の
日
本
人
に
と
っ
て
最
も
重
要

な
地
点
で
あ
っ
た
難
波
は
、
瀬
戸
内
海
の
東

の
端
に
位
置
し
、
そ
の
西
側
に
淡
路
島
が
大

き
く
横
た
わ
り
狭
い
明
石
海
峡
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
日
本
書
紀
に
は
、「
方
（
ま
さ
）
に

難
波
の
碕
（
み
さ
き
）
に
到
る
時
に
、
奔
潮

（
は
や
な
み
）
有
り
て
太
（
は
な
は
）
だ
急

（
は
や
）
き
に
会
ふ
。
因
り
て
浪
速
（
な
み
は

や
）
の
国
と
為
（
い
）
ふ
」
と
、
地
名
の
由

来
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
古
事
記
上
巻
「
国
生
み
条
」
で
は
、

大
八
島
国
誕
生
の
順
番
を
「
淡
路
島
→
四
国

→
隠
岐
島
→
九
州
→
壱
岐
→
対
馬
→
佐
渡
島

→
本
州
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
国
生
み

の
神
話
の
起
点
を
淡
路
島
に
据
え
、
大
陸
の

方
へ
向
か
っ
て
い
く
確
か
な
視
点
が
あ
り
ま

す
。

●
和
歌
に
お
け
る
地
名
列
挙
の
意
味

　

柿
本
人
麻
呂
の
淡
路
島
に
関
連
し
た
羈
旅

の
歌
を
三
首
あ
げ
ま
す
。

・
三
津
の
崎　

波
を
恐
（
か
し
こ
）
み　

隠

（
こ
も
）
り
江
の
（
以
下
判
読
不
可
）

・
玉
藻
刈
る　

敏
馬
を
過
ぎ
て　

夏
草
の　

野
島
の
崎
に　

舟
近
付
き
ぬ

講
演『
淡
路
島
和
歌
の
路
』

武
庫
川
女
子
大
学
文
学
部
教
授
　
　

影
山 

尚
之

ユーモアを交えて話す影山尚之氏



兵 庫 県 歌 人 ク ラ ブ 会 報（3） 2017年（平成29年）12月25日

結社（グループ） 会　　場 内　容 問い合わせ先

明 石 短 歌 会 明石公園会議室 第１金曜、第３火曜 078（936）3306　　牧野　秀子

水 甕 明 石 支 社 神戸医療生活協同組合生協会館 第１土曜、午後２時 078（991）0155　　池本　俊六

東 浦 短 歌 会 東浦老人福祉センター（淡路市） 第２木曜、午後１時半 0799（74）2141　　片山　田佳子

千 鳥 短 歌 会 松帆活性化センター（南あわじ市）第１土曜、午後１時半 0799（42）2062　　山田　恵子

ひ だ ま り 歌 会 大阪市立総合学習センター 第２火曜、午後１時
0797（84）8881　　桂　　保子

ＣＯ・ＯＰ〈短歌を楽しむ〉コープカルチャー西神南 第１土曜、午後１時

青 山 短 歌グ ル ープ 立花公民館（尼崎市） 第２木曜、午後１時 06（6429）5158　　たなかみち

・
淡
路
の　

野
島
の
崎
の　

浜
風
に　

妹
が

結
び
し　

紐
吹
き
返
す

　

最
初
の
歌
の
下
句
は
判
読
で
き
な
い
の
で

す
が
、
激
し
い
潮
の
流
れ
が
恐
ろ
し
い
の
で

隠
れ
て
い
る
と
い
っ
た
状
況
が
詠
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
ん
な
か
の
歌
も
明
石
海
峡
の
激
し

い
風
と
波
を
背
景
に
し
て
い
ま
す
。
最
後
の

歌
も
激
し
い
風
に
妻
が
結
ん
で
く
れ
た
紐
が

吹
き
返
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が
詠
わ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
ま
ん
な
か
の
歌
は
枕
詞
を

外
す
と
短
い
歌
、
つ
ま
り
ス
ビ
ー
ド
感
の
あ

る
歌
で
あ
り
、
こ
れ
は
波
に
乗
っ
て
渡
っ
て

く
る
風
の
ス
ピ
ー
ド
感
と
重
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
万
葉
集
巻
四
・
五
〇
九
の
長
歌
と
反

歌
に
よ
る「
丹
比
真
人
笠
麻
呂
、筑
紫
国
に
下

る
時
に
作
る
歌
一
首
」を
見
て
み
ま
す
。こ
こ

で
は
旅
の
途
中
で
通
過
し
て
い
く
地
名
が
列

挙
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
歌
の
一
つ
の

技
法
で
す
。
言
い
か
え
れ
ば
、
地
名
は
歌
の

中
で
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
す
。
単
な

る
無
機
質
な
地
名
で
は
な
く
、
そ
こ
が
作
者

に
と
っ
て
意
味
を
も
つ
も
の
、
あ
る
種
の
感

情
を
喚
起
す
る
大
切
な
言
葉
な
の
で
す
。
こ

の
歌
で
は
「
三
津
の
浜
辺
」「
葛
城
山
」「
鄙

の
国
辺
」「
淡
路
」「
粟
島
」「
稲
日
つ
ま
」「
家

の
島
」
が
列
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

地
名
は
作
者
に
次
の
よ
う
な
連
想
を
も
た
ら

す
か
ら
で
す
。「
淡
路
→
逢
ふ
」「
粟
島
（
あ

は
し
ま
）
→
逢
ふ
」「
稲
日
つ
ま
→
妻
」「
家

の
島
→
妻
の
住
む
家
」。
通
過
す
る
地
名
は

い
く
ら
で
も
あ
る
の
に
、
そ
れ
ら
を
省
い
て
、

こ
れ
ら
の
故
郷
や
妻
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
地

名
だ
け
を
歌
に
も
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　

万
葉
集
巻
十
五
・
三
六
二
七
の
遣
新
羅
使

人
歌
群
の
う
ち
「
物
に
属
（
つ
）
き
て
思
ひ

を
発
す
歌
一
首
」
は
、
先
の
長
歌
を
焼
き
直

し
引
き
延
ば
し
た
よ
う
な
長
歌
で
、
二
日
に

わ
た
る
感
慨
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
注
目
す

べ
き
は
、
第
一
日
目
で
は
、「
鏡
な
す
三
津
」

「
直
向
か
ふ
敏
馬
」「
我
妹
子
に
淡
路
の
島
」

「
我
が
心
明
石
」
と
、
地
名
に
儀
礼
と
し
て

枕
詞
を
冠
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
故
郷
と

遠
く
離
れ
た
第
二
日
目
で
は
地
名
に
枕
詞
を

冠
し
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
の
枕
詞

は
「
鏡
な
す
三
津
」
が
実
際
は
そ
う
で
は
な

い
の
に
あ
え
て
穏
や
か
な
海
面
を
表
す
よ
う

に
、
プ
ラ
ス
指
向
の
枕
詞
と
言
え
ま
す
。
な

お
、
次
の
よ
う
に
地
名
「
淡
路
」
か
ら
「
あ

は
れ
」
を
連
想
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。

・
住
吉
の　

岸
に
向
か
へ
る　

淡
路
島　

あ

は
れ
と
君
を　

言
は
ぬ
日
は
な
し

�

（
万
葉
集
巻
十
二
・
三
一
九
七
）

●
本
州
側
か
ら
遠
望
す
る
淡
路
島

　

淡
路
と
和
歌
と
の
結
び
つ
き
は
、
非
常
に

古
く
て
深
い
も
の
で
す
。
万
葉
集
中
に
「
淡

路
」「
淡
路
島
」「
野
島
」「
松
帆
の
海
」
な
ど
、

淡
路
を
詠
ん
だ
和
歌
は
二
十
七
首
あ
り
、
こ

れ
は
か
な
り
の
数
で
す
。
た
だ
し
、
先
程
ご

紹
介
し
た
羈
旅
の
歌
の
作
者
の
よ
う
に
、
淡

路
に
立
ち
到
っ
て
作
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
、
本
州
側
か
ら
遠
望
し
た
淡

路
島
が
詠
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

・
こ
ぬ
人
を　

ま
つ
ほ
の
浦
の　

夕
な
ぎ
に

や
く
や
も
し
ほ
の　

身
も
こ
が
れ
つ
つ

　

こ
の
歌
は
定
家
の
作
品
。
自
ら
編
纂
し
た

小
倉
百
人
一
首
に
も
入
れ
た
自
信
作
で
す
が
、

そ
の
本
歌
と
な
っ
た
も
の
が
、「
名
寸
隅
（
な

き
す
み
）
の　

舟
瀬
ゆ
見
ゆ
る　

淡
路
島　

松
帆
の
浦
に　

朝
な
ぎ
に　

玉
藻
刈
り
つ
つ

（
以
下
略
）」と
い
う
万
葉
集
巻
六
・
九
三
五
の

長
歌
で
す
。

　

ま
た
、万
葉
集
巻
九
・
一
七
四
〇
の
「
水
江

の
浦
の
島
子
を
詠
む
一
首
」
の
長
歌
は
、
丹

後
が
本
場
と
も
言
わ
れ
る
浦
島
伝
説
と
殆
ど

同
じ
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
が
、
舞
台
は
大
阪
の

住
吉
で
、
永
遠
の
い
の
ち
の
世
界
、
常
世
国

（
蓬
莱
山
）を
想
像
さ
せ
る
基
盤
と
し
て
沖
合

の
淡
路
島
が
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。な
お
、浦

島
太
郎
と
い
う
言
い
方
は
室
町
時
代
以
降
で
、

そ
れ
以
前
の
文
献
に
出
て
く
る
の
は
「
浦
の

島
子
」、
も
ち
ろ
ん
男
の
名
前
で
す
。

●
淡
路
島
と
和
歌
と
の
結
び
つ
き

　

紀
貫
之
が
書
い
た
古
今
和
歌
集
仮
名
序
に

「
や
ま
と
歌
は
、人
ひ
と
の
こ
こ
ろ
を
た
ね
と

し
て
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
の
葉
と
ぞ
な
れ
り
け

る
。
…
（
中
略
）
こ
の
歌
、天
地
の
ひ
ら
け
は

じ
ま
り
け
る
時
よ
り
、出
で
来
に
け
り
。〔
天

の
浮
橋
の
下
に
て
、
女
神
、
男
神
と
成
り
た

ま
へ
る
こ
と
を
言
へ
る
歌
な
り
〕」と
い
う
一

節
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
天
地
が
で
き
た

と
き
か
ら
歌
は
あ
っ
た
と
い
う
強
引
な
説
で

あ
り
、〔　

〕
内
は
後
で
書
き
加
え
ら
れ
た
も

の
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
事
記

に
あ
る
よ
う
に
、
伊
耶
那
美
命
が
先
に
「
あ

な
に
や
し
、
え
を
と
こ
を
」
と
言
い
、
後
に

伊
耶
那
岐
命
が
「
あ
な
に
や
し
、
え
を
と
め

を
」
と
応
え
て
結
婚
し
、
国
生
み
に
い
た
っ

た
と
い
う
神
話
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。「
あ
な
に
や
し
、え
を
と
こ

を
」「
あ
な
に
や
し
、
え
を
と
め
を
」、
五
音
、

五
音
で
歌
の
リ
ズ
ム
が
あ
る
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う

に
「
淡
路
」
は
妻
や
恋
人
と
「
遭
ふ
」
と
い

う
連
想
を
生
み
、
浦
の
島
子
の
歌
は
常
世
で
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結社（グループ） 会　　場 内　容 問い合わせ先

林 間 阪 神 支 社 中央公民館（尼崎市） 第２金曜、午後１時 06（6411）6516　　内井　幸子

海 市 短 歌 会 神戸市婦人会館（中央区） 第４日曜、午後１時 078（371）0239　　中川　　昭

神 戸 白 珠 の 会 六甲道勤労市民センター 第２水曜、午後１時 078（881）1578　　小谷　博泰

波 濤 神 戸 保田ひで宅（長田区） 毎月中旬 078（612）9294　　保田　ひで

ポトナム短歌会（須磨歌会）兵庫勤労市民センター（兵庫駅前）第４日曜、午後１時半 079（557）0679　   中西　健治

万 華 鏡 神戸市勤労会館 第４月曜、午後１時半 078（242）1493　　黒崎由起子

未来・神戸トアロード歌会 神戸市勤労会館 第１火曜、午後１時 078（792）9057　　河村　公美

女
性
と
「
遭
ふ
」
と
い
う
想
像
が
あ
る
。
淡

路
は
結
婚
と
か
恋
愛
に
縁
が
深
い
土
地
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
古
事
記
の

神
話
か
ら
一
つ
の
線
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と

み
て
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

●
歌
枕
と
し
て
の
淡
路

　

奈
良
時
代
の
役
人
は
実
際
に
旅
を
し
て
任

地
に
赴
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
安
半
ば
以
降
、

旅
の
機
会
が
ぐ
ん
と
減
っ
て
い
ま
す
。
と
く

に
地
位
の
高
い
要
人
は
、
都
に
い
た
ま
ま
国

司
を
務
め
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
都
と
地
方

と
の
往
還
は
殆
ど
な
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
と
は
い
え
、
和
歌
に
お
い
て
は
地
名
を

詠
み
こ
む
と
い
う
こ
と
が
む
し
ろ
盛
ん
と
な

り
、
実
際
は
旅
を
し
な
い
が
旅
の
歌
を
詠
む

と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
歌
枕

と
言
い
ま
す
。

・
淡
路
島　

か
よ
ふ
千
鳥
の　

鳴
く
声
に　

い
く
夜
寝
覚
め
ぬ　

須
磨
の
関
守

　

こ
れ
は
小
倉
百
人
一
首
に
選
ば
れ
た
源
兼

昌
の
歌
で
す
が
、
も
と
も
と
は
「
関
路
千
鳥

と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
」
と
の
前
詞
が
あ

る
よ
う
に
、
題
詠
の
作
品
で
す
。
抒
情
の
焦

点
を
淡
路
島
で
な
く
千
鳥
に
あ
て
て
寝
覚
め

の
悲
し
さ
を
詠
っ
た
も
の
で
す
が
、
江
戸
時

代
の
国
学
者
契
沖
は
源
氏
物
語
の
須
磨
の
巻

の
以
下
の
歌
の
本
歌
取
り
で
は
な
い
か
と
主

張
し
て
い
ま
す
。

・
友
千
鳥
も
ろ
声
に
鳴
く
あ
か
つ
き
は
ひ
と

り
寝
覚
め
の
床
も
た
の
も
し

　

し
か
し
、
須
磨
や
瀬
戸
内
海
を
わ
た
る
千

鳥
を
詠
ん
だ
歌
は
多
く
あ
り
ま
す
。
と
く
に

千
鳥
は
海
辺
の
景
物
と
し
て
固
定
さ
れ
、
冬

の
寒
々
し
い
情
景
を
表
す
も
の
と
し
て
定
着

し
て
い
っ
た
と
言
え
ま
す
。

●
新
古
今
和
歌
集
の
「
淡
路
」

　

と
こ
ろ
で
、
須
磨
と
淡
路
島
を
行
き
来
す

る
千
鳥
の
姿
は
、
本
当
は
見
え
な
い
は
ず
で

す
。
し
か
し
、
須
磨
、
淡
路
は
代
表
的
な
歌

枕
の
嘱
目
で
あ
り
、そ
こ
に
「
通
ふ
千
鳥
」
を

配
す
る
和
歌
の
優
美
で
知
的
な
手
法
に
よ
っ

て
、
一
幅
の
絵
画
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
新
古
今
の
和
歌
な
の
で
す
。

・
春
と
い
へ
ば　

霞
み
に
け
り
な　

き
の
ふ

ま
で　

波
間
に
見
え
し　

淡
路
島
山

�

（
俊
恵
）

　

立
春
と
な
り
、
に
わ
か
に
霞
ん
で
淡
路
島

山
が
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
見
立
て
て
、
お
ぼ
ろ

げ
な
風
景
を
描
く
の
が
新
古
今
の
作
者
た
ち

の
約
束
事
な
の
で
す
。

・
秋
ふ
か
き　

淡
路
の
島
の　

あ
り
あ
け
に

　

か
た
ぶ
く
月
を　

お
く
る
浦
風

　

万
葉
集
で
は
「
淡
路
」
は
実
際
に
旅
を
し

た
そ
の
地
名
か
ら
妻
や
家
族
に
や
っ
と
「
逢

ふ
」
と
い
う
連
想
を
喚
起
す
る
も
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
平
安
以
降
の
和
歌
に
は
、
そ
の
発

想
は
継
承
さ
れ
ま
せ
ん
。
沖
合
を
通
行
し
て

西
に
下
る
経
験
が
な
い
の
で
、
こ
の
引
用
歌

の
よ
う
に
、む
し
ろ
遠
い
所
、お
ぼ
ろ
に
霞
ん

で
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
所
、
そ
こ
に
月
や

霞
を
配
し
て
幻
想
的
な
光
景
、
幽
玄
の
世
界

を
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
同

じ
淡
路
を
尊
重
し
て
詠
う
の
だ
け
れ
ど
、
意

味
付
け
が
違
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

さ
て
、淡
路
市
内
に
は
、本
日
ご
紹
介
し
た

和
歌
も
含
め
て
、
八
か
所
に
歌
碑
が
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。
資
料
に
歌
碑
に
刻
ま
れ
た
和

歌
と
建
立
場
所
を
記
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

古
代
の
和
歌
に
お
け
る
地
名
と
い
う
の
は
、

単
に
無
機
質
な
も
の
で
な
く
、
人
の
心
、
詠

ん
だ
人
の
心
を
ゆ
さ
ぶ
る
よ
う
な
も
の
、
な

ん
ら
か
の
心
情
を
喚
起
す
る
よ
う
な
も
の
で

し
た
。
こ
の
こ
と
を
皆
様
に
お
伝
え
し
た
つ

も
り
で
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
歌

碑
を
お
訪
ね
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
紙
面
の
都
合
で
、
長
歌
な
ど
の
全
文
、
歌

碑
の
詳
細
を
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
講
演

当
日
の
参
考
資
料
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〒
６
６
２—

０
９
３
２

西
宮
市
泉
町
一
―
二
―
七
〇
八

�

藤
本
朋
世
（
記
録
）

講演を終えた影山氏に拍手で御礼を！
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結社（グループ） 会　　場 内　容 問い合わせ先

檀 の 会 神戸市勤労会館 2/3、9/1、午後１時 078（991）3073　　尾崎まゆみ

潮 音 神 戸 歌 会 神戸市勤労会館 第１土曜、午後１時

078（441）3740　　石橋　妙子
花 鏡 木 曜 教 室

三宮サンケアホーム
第２木曜、午後１時

花 潮 会 第３火曜、午後１時

ＫＣＣ舞子短歌教室 ＫＣＣ舞子（垂水区） 第３水曜、午後１時

揖 西 短 歌 会 揖西公民館（たつの市） 第４金曜、午前10時 0791（66）2186　　菅野　仁孜

「 白 圭 」龍 野 歌 会 たつの市生きがいセンター 第４月曜、午前10時 0791（63）4734　　内海　永子

赤 穂 短 歌 の 会 赤穂市民会館 第４土曜、午後１時半 0791（48）0137　　尼子　勝義

佐 用 姫 短 歌 会 西山会館（佐用町） 第２火曜、午後１時半 0790（82）3019　　衣笠　邦惠

銀 の 道 短 歌 会 生野マインホール（朝来市） 第３火曜、午後１時
079（672）2334　　中島眞喜子

さ く ら 木 短 歌 会 枚田岡会館（朝来市） 第３日曜、午後１時半

姫 路 水 甕 歌 会 姫路市民会館　指導　小畑  庸子 第３土曜、午後１時
079（232）4003　　生田よしえ

香 寺 短 歌 会 姫路市香寺公民館 第２水曜、午後１時

コ ス モ ス 藍 の 会 姫路市民会館 第２土曜、午後１時 079（448）0895　　久米川孝子

コ ス モ ス 姫 路 姫路市民会館 第３日曜、午後１時 079（269）0513　　飯田　　進

受
贈
歌
誌
・
会
報
等

「
白
珠
」
月
刊�

安
田
純
生

「
白
圭
」
隔
月
刊�

内
海
永
子

「
と
べ
ら
」
月
刊�

尼
子
勝
義

「
山
の
辺
」
月
刊�

高　

蘭
子

「
花
鏡
」
季
刊�

石
橋
妙
子

「
鮒
」
月
刊�

島
崎
榮
一

「
コ
ス
モ
ス
姫
路
」

�

コ
ス
モ
ス
短
歌
会
姫
路
支
部

「
茅
花
」
季
刊�

前
田
昭
子

「
象
」
季
刊�

楠
田
立
身

「
海
市
」
季
刊�

中
川　

昭

「
夢
」
月
刊�

山
根
晴
正

「
波
濤
神
戸
」�

保
田
ひ
で

「
文
学
圏
」
月
刊�

下
村
千
里
・
浮
田
伸
子

「
幻
桃
」
隔
月
刊　

幻
桃
短
歌
会�

棚
橋
好
江

「
薫
風
」
月
刊�

平
井
恭
治
・
長
谷
川
正

「
津
布
良
」
季
刊�

兎
田
孝
子

「
旅
笛
」
季
刊�

角
倉
羊
子

「
綱
手
」
月
刊�

井
上
美
地

「
但
丹
歌
人
」
隔
月
刊�

尾
形　

貢

「
ひ
め
じ
水
甕
」
隔
月
刊

�

小
畑
庸
子
・
生
田
よ
し
え

「
六
甲
」
月
刊�

志
方
弘
子
・
田
岡
弘
子

「
礫
」
隔
月
刊�

竹
村
公
作

「
丹
生
」
隔
月
刊�

兼
貞
靖
行

「
五
月
風
」�

藤
井
幸
子

「
す
ば
る
」�

す
ば
る
川
柳
会

「
石
川
県
歌
人
」
石
川
県
歌
人
協
会�

陶
山
弘
一

「
詩
と
連
句　

お
た
く
さ
」�
お
た
く
さ
の
会

「
時
の
川
柳
」
月
刊�
時
の
川
柳
社

「
印
南
野
文
華
」�

印
南
野
半
ど
ん
の
会

「
ど
る
ふ
い
ん
」�

ど
る
ふ
い
ん
短
歌
同
好
会

『
年
刊
歌
集
』
第
63
集�

京
都
歌
人
協
会

『
年
刊
歌
集
』
第
40
集�

西
宮
歌
人
協
会

『
き
の
く
に
』
52
集�

和
歌
山
県
歌
人
ク
ラ
ブ

・「
鳶
が
城
便
り
」
足
立
勝
歳
・「
埼
玉
歌
人
」・

「
大
阪
歌
人
ク
ラ
ブ
」・「
京
都
歌
人
協
会
会

報
」「
短
歌　

堺
」・「
長
野
県
歌
人
連
盟
報
」・

「
会
報
」
西
宮
歌
人
協
会
・「
和
歌
山
県
歌
人

ク
ラ
ブ
会
報
」・「
大
分
県
歌
人
ク
ラ
ブ
」・「
会

報
」
姫
路
歌
人
ク
ラ
ブ
・「
風
」
日
本
歌
人
ク

ラ
ブ
・「
梧
葉
」
梧
葉
出
版
・「
兵
庫
県
現
代

詩
協
会
会
報
」

思
ひ
出
の
人
々�

楠
田
立
身

�
県
歌
人
ク
ラ
ブ
創
立
六
十
年
に
寄
せ
て
　

・
佐
藤
重
美
、
八
谷
正
亡
く
野
瀬
昭
二
と
わ

れ
の
み
と
な
り
ぬ
訪
問
の
宴え

ん

・
総
評
系
、
同
盟
系
、
公
務
員
、
歌
論
風
発

せ
り
き
〈
金
盃
〉

・
博
覧
強
記
の
八
谷
正
が
創
刊
時
の
「
象
」

の
荒
地
を
耕
し
た
り
き

・
『
乾
燥
季
』
は
難
解
で
す
と
言
ひ
し
我
に

終
生
優
し
か
り
し
倉よ

ね

こ

地
与
年
子
は

・
生
日
が
と
も
に
四
月
二
十
三
日
、
励
ま
し

賜
ひ
き
穎
田
島
一
二
郎

・
長
江
利
昭
の
『
淡
路
の
短
歌
』
は
島
に
生

れ
、
果
て
し
愛
着
と
人
柄
の
高
著

・
初
井
し
づ
枝
の
ハ
ガ
キ
一
葉
自
ら
の
痩
身

の
ご
と
繊
き
水
茎

・
結
婚
祝
の
寄
せ
書
き
の
早
野
臺
氣
の
句

〈
自
轉
車
は
風
に
抗
ふ
機
械
〉

・
秘
蔵
せ
る
斎
藤
史
の
初
版
『
魚
歌
』
は
冬

木
三
左
に
賜
び
し
年
玉

・
古
稀
過
ぎ
て
岡
部
文
夫
に
入
門
せ
し
稲
村

幸
子
は
わ
が
も
う
一
人
の
師
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ふ
れ
あ
い
の
祭
典 

兵
庫
短
歌
祭

入
賞
作
品
評
　
　

文
部
科
学
大
臣
賞

�
藤
本
　
朋
世
（
西
宮
市
）

・
蜩
の
こ
ゑ
透
き
と
ほ
る
里
の
そ
ら
問
は
れ

て
を
り
ぬ
墓
じ
ま
ひ
の
是
非

　
「
墓
じ
ま
ひ
」
と
い
う
言
葉
は
今
日
、
何

と
も
刺
激
的
な
謂
い
で
あ
る
。
大
方
の
辞
書

に
は
ま
だ
な
く
、
い
つ
し
か
に
、
特
に
団
塊

と
い
わ
れ
る
世
代
で
町
住
み
の
者
に
と
っ
て

切
実
な
実
感
を
伴
っ
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
先

祖
代
々
の
墓
の
維
持
に
は
相
当
の
難
儀
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
自
分
自
身
の
墓
を
ど
う
あ
る

か
と
い
っ
た
問
題
も
重
な
っ
て
く
る
。
歌
中

の
「
問
は
れ
て
を
り
ぬ
」
の
主
語
は
今
日
の

社
会
に
あ
っ
て
、
で
も
あ
り
、
自
分
自
身
の

身
の
上
に
お
い
て
、で
も
あ
ろ
う
。「
蜩
の
こ

ゑ
」
は
そ
の
里
の
永
い
無
言
の
歩
み
を
暗
示

し
て
も
い
よ
う
。
生
前
に
自
分
た
ち
の
墓
を

既
に
作
っ
て
い
る
人
、
墓
は
要
ら
な
い
、
海

か
山
か
空
か
に
撒
い
と
い
て
と
い
う
人
も
あ

る
。
管
理
し
き
れ
な
い
墓
を
あ
ず
か
っ
て
供

養
す
る
業
者
も
あ
る
よ
う
だ
。
墓
石
を
砕
い

て
埋
め
立
て
た
り
も
す
る
よ
う
だ
。
こ
の
歌

は
こ
う
し
た
今
日
の
「
死
生
観
」
に
も
つ
な

が
っ
た
課
題
を
背
景
に
、
作
品
化
を
遂
げ
て

い
る
。�

（
安
藤
直
彦
）

兵
庫
県
知
事
賞

�

鈴
木
　
裕
子
（
高
砂
市
）

・
春
風
の
匂
い
も
一
緒
に
送
る
か
ら
メ
ー
ル

で
は
な
く
手
紙
に
し
よ
う

　

先
ず
は
知
事
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
も
選
ば
せ
て
頂
い
た
一
首
で
す
。
ま
こ
と

に
シ
ン
プ
ル
な
歌
で
す
が
、「
メ
ー
ル
で
は

な
く
」
な
ど
、
ど
こ
か
に
現
代
の
風
潮
に
逆

ら
う
意
思
を
伴
い
な
が
ら
相
手
に
心
を
寄
せ

る
情
緒
の
た
だ
よ
っ
た
作
品
で
あ
る
。
歌
に

は
哲
学
と
か
思
想
を
伴
う
重
い
歌
も
必
要
で

あ
ろ
う
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
。

こ
の
歌
の
よ
う
に
日
常
の
微
細
か
つ
単
純
な

事
柄
を
も
「
詩
」
と
し
て
掬
い
上
げ
、
成
立

さ
せ
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
命

を
吹
き
込
ん
だ
の
は
初
句
と
結
句
で
あ
る
。

�

（
土
居　

正
）

兵
庫
県
議
会
議
長
賞

�
野
田
　
巧
子
（
神
戸
市
）

・
黙
秘
権
行
使
す
れ
ど
も
三
日
目
の
空
の
青

さ
に
つ
い
返
事
す
る

　

初
句
か
ら
「
黙
秘
権
行
使
」
と
い
う
短
歌

的
な
表
現
と
は
離
れ
た
言
葉
で
読
者
を
ひ
き

つ
け
る
。
お
そ
ら
く
ち
ょ
っ
と
し
た
夫
婦
の

ト
ラ
ブ
ル
が
尾
を
引
い
て
〈
も
う
口
を
き
か

な
い
〉
と
作
者
は
思
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
三

日
目
と
も
な
る
と
平
常
心
も
戻
り
、
疲
労
感

は
増
し
て
く
る
。
何
と
言
っ
て
も
よ
い
展
開

は
真
っ
青
な
空
だ
ろ
う
。
夫
の
呼
ぶ
声
に
思

わ
ず
、い
つ
も
の
返
事
を
す
る
。「
つ
い
」
が

効
い
て
い
て
、
夫
婦
の
阿
吽
の
呼
吸
が
楽
し

く
う
た
わ
れ
て
い
る
。「
空
の
青
さ
」が
さ
わ

や
か
な
印
象
を
残
す
一
首
で
あ
る
。

�

（
足
立
晶
子
）

兵
庫
県
教
育
委
員
会
賞
　
　
　
　
　

�

山
本
み
さ
よ
（
神
戸
市
）

・
髭
を
剃
り
ネ
ク
タ
イ
結
べ
ば
父
の
顔
消
え

て
男
の
月
曜
の
朝

　

休
日
の
心
身
共
に
安
ら
い
だ
「
私
の
お
父

さ
ん
」
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
び
か
け
た
く

な
る
よ
う
な
父
親
像
を
象
徴
的
に「
父
の
顔
」

と
表
現
し
た
。
お
そ
ら
く
年
若
い
作
者
で
は

な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
が
一
転
、
上
の
句
の
具

体
に
よ
っ
て
「
男
の
顔
」
と
な
る
月
曜
の
朝

は
、き
り
っ
と
緊
張
感
が
あ
り
、頼
も
し
く
は

あ
る
が
ど
こ
か
寄
り
が
た
い
。
内
と
外
、
仕

事
を
持
つ
壮
年
男
性
の
二
面
性
を
平
易
な
表

現
で
一
首
に
し
た
。
結
句
「
月
曜
の
朝
」
と

し
た
と
こ
ろ
、
行
き
届
い
て
い
る
。
こ
の
一

首
、
広
く
一
般
化
で
き
る
内
容
を
も
っ
て
い

る
。�

（
青
田
綾
子
）

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
賞

�

牧
野
　
秀
子
（
明
石
市
）

・
窓
越
し
に
見
る
夜
の
海
こ
の
涯
を
難
民
の

舟
は
漂
ひ
ゆ
く
か

　

窓
か
ら
見
る
夜
の
海
は
た
だ
漆
黒
、
月
も

な
く
星
も
み
え
ぬ
今
宵
、
そ
し
て
舟
か
げ
も

な
い
。
こ
の
海
の
彼
方
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
の

は
貨
物
船
で
も
な
く
、大
漁
船
で
も
な
い
。ま

し
て
豪
華
客
船
で
も
な
か
っ
た
。
た
だ
ひ
た

す
ら
命
を
か
け
て
脱
出
す
る
難
民
た
ち
の
舟

で
あ
っ
た
。
今
も
世
界
中
で
民
族
紛
争
の
絶

え
な
い
現
実
。
こ
の
国
の
平
和
な
日
常
か
ら

世
界
に
開
か
れ
た
作
者
の
眼
を
思
う
。

�

（
保
田
ひ
で
）

淡
路
市
長
賞

�

郡
　
　
英
子
（
加
古
川
市
）

・
風
を
読
み
漁
ひ
と
す
ぢ
に
生
き
来
し
と
語

る
漁
師
の
百
歳
の
腕

　

あ
る
地
方
で
は
科
学
の
発
達
し
て
い
な
い

時
代
に
漁
師
が
生
み
出
し
た
風
の
呼
び
名

が
、
三
十
四
通
り
あ
っ
た
と
聞
く
。
漁
師
に

と
っ
て
風
を
読
む
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
重
要

だ
っ
た
か
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
作
者
は

経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
智
慧
で
漁
一
筋
に
生

き
て
き
た
と
い
う
漁
師
の
独
白
を
重
く
受
け

止
め
て
い
る
。
そ
し
て
過
ぎ
し
日
々
の
具
体

と
し
て
百
歳
の
男
の
腕
を
読
者
に
提
示
す
る
。

我
々
は
そ
の
腕
を
た
ぐ
り
よ
せ
、
漁
に
生
き

た
男
の
全
身
像
を
思
い
浮
か
べ
る
。
日
に
焼

け
て
老
い
た
漁
師
の
顔
を
、
そ
し
て
遠
く
へ

と
伸
ば
さ
れ
た
眼
差
し
を
。（
黒
崎
由
起
子
）

淡
路
市
議
会
議
長
賞

�

鈴
木
　
美
樹
（
高
砂
市
）

・
何
も
か
も
上
手
く
い
か
な
い
日
も
あ
っ
て

た
と
え
ば
信
号
ぜ
ん
ぶ
赤
と
か

　

思
い
ど
お
り
に
運
べ
な
い
。
も
ど
か
し
い
。

お
ま
け
に
信
号
ま
で
も
赤
。
そ
ん
な
日
も
あ

る
。誰
も
が
よ
く
経
験
す
る
。こ
の
日
常
を
歯

切
れ
よ
く
詠
ま
れ
た
作
者
。
と
て
も
共
感
す

る
歌
だ
。
上
の
句
を
読
む
と
作
者
の
深
刻
さ

野田巧子氏
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は
如
何
に
と
思
い
き
や
、
下
の
句
で
な
ん
だ

高
が
信
号
だ
っ
た
の
か
と
妙
に
安
心
し
、
納

得
し
て
し
ま
う
。「
た
と
え
ば
信
号
ぜ
ん
ぶ
赤

と
か
」
の
洒
落
た
表
現
も
効
い
て
い
る
。
上

の
句
か
ら
こ
の
下
の
句
へ
の
転
換
が
ど
こ
か

ユ
ー
モ
ア
を
誘
う
。
こ
の
よ
う
な
歌
に
め
ぐ

り
合
う
と
心
が
な
ご
み
ほ
っ
と
す
る
。

�

（
島
田
英
樹
）

淡
路
市
教
育
委
員
会
賞

�

山
田
　
　
文
（
姫
路
市
）

・
一
つ
一
つ
の
重
さ
の
ほ
ど
に
雨
粒
は
ふ
ぞ

ろ
い
の
輪
を
水
面
に
広
ぐ

　

写
実
に
は
ま
ず
、
よ
く
見
る
こ
と
こ
そ
が

肝
要
・
・
と
は
誰
し
も
思
う
こ
と
だ
が
、
そ

れ
が
中
々
で
き
な
い
。
漠
然
と
、
或
い
は
既

成
概
念
に
従
っ
て
、
い
わ
ば
他
人
が
今
ま
で

見
て
き
た
眼
鏡
を
以
っ
て
見
て
し
ま
う
。
掲

出
歌
は
、
し
っ
か
り
自
分
の
目
で
雨
を
見
た
。

普
通
は
「
雨
が
降
っ
て
い
る
」
と
漠
然
と
捉

え
る
と
こ
ろ
を
、一
粒
一
粒
の
雨
を
見
た
。一

つ
一
つ
の
雨
粒
は
そ
れ
ぞ
れ
に
己
の
重
さ
を

持
つ
ゆ
え
に
落
ち
て
い
く
水
面
に
描
く
そ
れ

ぞ
れ
の
水
輪
は
ふ
ぞ
ろ
い
に
広
が
る
。
雨
粒

一
つ
一
つ
の
命
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
で
は

な
い
か
。�

（
益
永
典
子
）

兵
庫
短
歌
祭
淡
路
市
実
行
委
員
会
賞

�

蝉
　
　
正
敏
（
大
阪
府
）

・
徹
夜
し
た
街
灯
た
ち
が
俯
き
て
ぽ
つ
り
ぽ

つ
り
と
仕
事
を
終
え
る

　

一
晩
中
街
を
て
ら
し
て
い
た
街
灯
た
ち
の

灯
が
消
え
て
い
く
明
け
方
の
シ
ー
ン
が
詠
ま

れ
て
い
る
。
一
斉
に
で
は
な
く
ぽ
つ
り
ぽ
つ

り
と
消
え
て
い
く
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。
灯

が
消
え
る
こ
と
を
「
仕
事
を
終
え
る
」
と
表

現
し
た
こ
と
で
夜
を
徹
し
て
街
を
照
ら
す
と

い
う
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
街
灯
へ

の
労
い
や
謝
意
が
感
じ
ら
れ
意
味
の
深
い
味

わ
い
深
い
作
品
で
あ
る
。
街
灯
を
擬
人
化
し

た
こ
と
で
無
機
質
の
物
体
に
生
命
や
感
情
が

与
え
ら
れ
詩
情
の
あ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

�

（
松
田
辰
子
）

神
戸
新
聞
社
賞

�

福
井
　
恭
子
（
姫
路
市
）

・
ひ
ん
や
り
と
静
か
に
開あ

い
た
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
わ
た
し
一
人
を
地
下
へ
と
運
ぶ

　

今
日
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
日
常
の
も
の

と
な
っ
て
い
る
が
こ
の
歌
の
中
で
は
非
日
常

へ
の
入
口
の
よ
う
な
感
が
あ
る
。
作
者
は
何

の
必
要
が
あ
っ
て
地
下
へ
と
降
り
て
ゆ
く
の

だ
ろ
う
か
。
詠
み
出
し
か
ら
見
て
も
楽
し
い

所
へ
は
向
っ
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

読
者
に
も
そ
れ
が
伝
わ
る
詠
み
口
で
作
者
は

意
図
的
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
あ
る
種

の
寂
寥
感
で
誘
っ
て
く
る
。
技
巧
を
こ
ら
す

と
い
う
の
で
も
な
く
一
首
を
正
統
的
に
詠
み

下
し
て
い
る
。
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
物
語
が
は

じ
ま
り
そ
う
な
魅
力
的
な
一
首
で
注
目
し
た
。

�

（
矢
内
温
代
）

兵
庫
県
歌
人
ク
ラ
ブ
賞

�

濱
　
　
守
（
朝
来
市
）

・
宵
闇
を
押
し
広
げ
つ
つ
夕
顔
の
蕾
く
つ
き

り
開
き
き
り
た
り

　

夏
の
暮
れ
、
月
が
出
る
ま
で
の
闇
。
そ
の

闇
は
強
い
力
で
広
げ
ら
れ
な
が
ら
、
ま
た
そ

の
中
を
夕
顔
の
蕾
が
闇
の
輪
郭
を
際
立
た
せ
、

白
い
花
を
開
き
切
っ
た
と
。「
押
し
広
げ
つ

つ
」
と
力
強
く
広
げ
る
様
を
、「
く
つ
き
り
」

と
花
の
輪
郭
を
鮮
明
に
し
、「
開
き
き
り
」
と

完
全
に
開
き
切
っ
た
と
、「
た
り
」
と
言
い

き
る
こ
と
で
よ
り
強
い
余
韻
と
な
る
。「
…
つ

つ
」
が
繋
ぎ
と
な
り
、結
句
ま
で
進
む
。「
く

つ
き
り
」、「
開
き
き
り
」、「
…
た
り
」
と
同

じ
音
の
遣
い
方
も
有
効
。
闇
の
黒
、
夕
顔
の

白
が
互
い
に
強
烈
な
明
暗
。
印
画
紙
を
見
る

よ
う
な
情
景
が
印
象
深
い
。�

（
清
水
昭
男)

入
選
（
６
人
）

�

伊
藤
　
悦
子
（
加
西
市
）

・
病
廊
で
ち
ひ
さ
な
嘘
を
ひ
と
つ
つ
き
着
替

へ
持
ち
行
く
五
階
の
個
室

�

西
垣
　
春
枝
（
養
父
市
）

・
谷
間
の
わ
が
家
に
冬
の
日
脚
の
び
居
間
の

敷
居
を
二
つ
も
跨
ぐ

�
伊
藤
　
敦
子
（
明
石
市
）

・
猫
独
り
待
ち
ゐ
る
か
ら
と
宴
席
の
隣
り
の

友
が
夜
道
を
帰
る

�

西
村
　
節
子
（
三
田
市
）

・
ひ
も
じ
さ
に
大
根
一
本
抜
き
盗
り
し
わ
れ

が
少
女
の
昭
和
の
戦
時

�

政
野
　
哲
子
（
篠
山
市
）

・
冬
の
鬱
一
喝
す
る
よ
な
春
の
陽
を
布
団
に

集
め
子
の
帰
り
待
つ

�

長
谷
川
た
つ
子
（
明
石
市
）

・
夏
草
の
茂
る
川
辺
に
虫
取
り
の
網
と
麦
わ

ら
帽
子
が
走
る

佳
作
（
20
名
）

石
飛
俊
郎
（
加
古
川
市
）、三
津
野
幸
代
（
神

戸
市
）、
大
西
弘
子
（
姫
路
市
）、
谷
川
貞
子

（
大
阪
府
）、
福
田
と
み
子
（
姫
路
市
）、
三

浦
克
之
（
豊
岡
市
）、
若
林
久
子
（
神
戸
市
）、

福
島
妙
子
（
神
戸
市
）、大
鐘
稔
彦
（
南
あ
わ

じ
市
）、
内
海
永
子
（
た
つ
の
市
）、
渡
辺
啓

子
（
神
戸
市
）、
青
田
綾
子
（
神
崎
郡
）、
後

藤
千
明
（
加
西
市
）、大
栗
陽
子
（
南
あ
わ
じ

市
）
前
谷
節
子
（
南
あ
わ
じ
市
）、船
曵
み
ゆ

き
（
佐
用
郡
）、
増
井
定
子
（
神
戸
市
）、
加

藤
直
美
（
西
宮
市
）
上
田
知
子
（
高
砂
市
）、

時
里
直
子
（
加
西
市
）

「
受
賞
し
ま
し
た
」

☆
藍
綬
褒
章
受
賞

　

平
成
29
年
5
月
16
日

�

小
畑
庸
子

☆
半
ど
ん
の
会
文
化
賞
受
賞

　

平
成
29
年
7
月
16
日

�

土
居　

正

☆
日
本
短
歌
雑
誌
連
盟
優
良
歌
誌
賞
受
賞

　

平
成
29
年
11
月
23
日�

�

「
象
」
楠
田
立
身

左:蝉正敏氏、右:福井恭子氏
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本
年
度
の
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
参
加
校
は
、
中

学
三
十
一
校
、高
校
八
校
。応
募
総
数
六
五
五

首
。
集
ま
っ
た
短
歌
は
、
柔
ら
か
な
感
性
と
、

豊
か
な
想
像
力
に
満
ち
て
い
て
、
家
族
と
の

暮
ら
し
や
、
学
校
生
活
の
充
実
が
見
え
て
く

る
歌
も
多
か
っ
た
。
な
に
よ
り
も
嬉
し
か
っ

た
の
は
、
言
葉
で
状
況
や
心
情
を
現
す
楽
し

さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
。
選
か
ら
も
れ
た

歌
の
な
か
の
、
き
ら
き
ら
と
輝
く
言
葉
た
ち

も
忘
れ
が
た
い
。
先
生
方
の
ご
指
導
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

兵
庫
県
知
事
賞

�

兵
庫
県
立
大
学
附
属
中
学
校

�

横
治
　
美
玖

・
金
魚
鉢
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
朱
の
尾
び
れ
大

き
く
見
せ
て
小
さ
く
見
せ
て

　

金
魚
鉢
の
中
を
金
魚
が
泳
い
で
い
る
。「
ゆ

ら
ゆ
ら
」と
揺
れ
を
表
す
オ
ノ
マ
ト
ペ
と「
大

き
く
、
小
さ
く
」
の
対
比
。「
見
せ
て
」
の

リ
フ
レ
イ
ン
。
そ
の
三
つ
の
手
法
を
使
っ
て
、

「
朱
の
尾
び
れ
」を
ゆ
ら
ゆ
ら
と
見
せ
て
泳
ぐ

金
魚
と
、
じ
っ
と
見
て
い
る
私
を
、
穏
や
か

な
時
間
の
流
れ
が
包
む
。

兵
庫
県
議
会
議
長
賞

�

加
古
川
市
立
神
吉
中
学
校

�

佐
竹
葵
有
良

・
進
み
ゆ
く
川
の
流
れ
に
乗
れ
ぬ
ま
ま
ゆ
れ

る
笹
舟
私
と
同
じ

　

川
の
流
れ
に
乗
れ
な
い
で
引
っ
か
か
っ
た

ま
ま
揺
れ
て
い
る
笹
舟
に
、
私
の
今
の
状
態

を
重
ね
る
。
私
も
踏
み
出
せ
な
い
ま
ま
揺
れ

て
い
る
の
で
、笹
舟
の
様
子
に
共
感
す
る
。自

分
の
状
態
を
客
観
的
に
見
る
眼
が
育
っ
て
い

る
の
だ
。
川
の
流
れ
の
先
に
、
希
望
が
感
じ

ら
れ
る
と
こ
ろ
も
良
い
。

兵
庫
県
教
育
委
員
会
賞

�

神
戸
市
立
吉
田
中
学
校

�

伊
地
知
拓
美

・
手
と
足
で
練
る
踏
む
伸
ば
す
切
る
ゆ
が
く

思
い
出
う
ど
ん
野
活
記
念
日

　

手
と
足
を
使
い
、
い
ろ
い
ろ
な
動
き
を
し

て
う
ど
ん
を
作
る
。「
練
る
、
踏
む
、
伸
ば

す
、
切
る
、
ゆ
が
く
」
と
動
詞
を
連
ね
て
動

き
で
魅
せ
る
。
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
心
地
よ

い
。
締
め
は「
野
活
記
念
日
」。
俵
万
智
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
「
サ
ラ
ダ
記
念
日
」
が
重
な
り
、

初
々
し
さ
に
わ
く
わ
く
す
る
。

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
賞

�

柳
学
園
中
学
校　

�

吉
田
　
彩
乃

・
散
歩
か
ら
帰
っ
た
猫
の
肉
球
の
熱
さ
で
分

か
る
今
日
の
温
度
は

　

日
課
の
散
歩
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
近
寄
っ

て
き
て
あ
い
さ
つ
す
る
猫
。
甘
え
て
く
る
猫

の
肉
球
を
触
る
と
そ
の
日
の
温
度
が
わ
か
る

の
だ
。
小
さ
な
猫
の
さ
ら
に
小
さ
な
一
部
分
、

ぷ
に
ゅ
ぷ
に
ゅ
の
肉
球
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、

皮
膚
の
感
じ
る
熱
に
注
目
す
る
。
身
体
感
覚

を
活
か
し
た
歌
は
素
敵
。

淡
路
市
長
賞

�

神
戸
市
立
白
川
台
中
学
校

�

日
下
　
ま
い

・
仏
壇
に
一
番
大
き
な
柿
を
置
き
祖
母
を
見

る
祖
父
柿
よ
り
赤
い

　

仏
壇
に
柿
を
供
え
て
祈
る
祖
父
の
姿
を
、

孫
が
見
て
い
る
。
柿
よ
り
赤
い
祖
父
の
顔
に
、

祖
母
へ
の
愛
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
愛
へ
の

ち
ょ
っ
と
く
す
ぐ
っ
た
い
思
い
が
、
新
鮮
。

淡
路
市
議
会
議
長
賞

�

淡
路
市
立
北
淡
中
学
校

�

中
山
　
弥
咲

・
新
し
い
一
ペ
ー
ジ
目
は
き
れ
い
な
字
今
日

か
ら
よ
ろ
し
く
私
の
ノ
ー
ト

　

ま
っ
さ
ら
の
ノ
ー
ト
の
一
ペ
ー
ジ
目
に
は

き
れ
い
な
字
を
書
く
つ
も
り
。
そ
の
緊
張
感

と
期
待
感
が
「
今
日
か
ら
よ
ろ
し
く
」
に
ぎ

ゅ
っ
と
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
。

淡
路
市
教
育
委
員
会
賞

�

姫
路
市
立
豊
富
中
学
校

�

徳
留
　
日
菜

・
目
覚
ま
し
が
必
死
で
音
を
鳴
ら
し
て
も
か

な
わ
な
い
よ
な
母
さ
ん
の
声

　

目
覚
ま
し
時
計
が
「
必
死
」
に
鳴
っ
て
も
、

朝
は
な
か
な
か
目
が
覚
め
な
い
。
す
る
と
目

覚
ま
し
の
音
よ
り
大
き
い
母
さ
ん
の
声
。
何

気
な
い
日
常
の
幸
せ
な
一
コ
マ
。「
必
死
」が

効
い
て
い
る
。

兵
庫
短
歌
祭
淡
路
市
実
行
委
員
会
賞

�

宝
塚
市
立
宝
塚
中
学
校

�

小
室
　
　
凜

・
草
む
し
り
そ
の
手
で
顔
を
こ
す
っ
た
ら
そ

こ
に
広
が
る
大
草
原
は

　

草
を
む
し
っ
て
、
草
の
匂
い
が
残
っ
て
い

る
手
で
顔
を
こ
す
る
と
、
青
臭
い
匂
い
が
鼻

腔
に
広
が
る
。
草
の
匂
い
か
ら
大
草
原
を
連

想
す
る
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
展
開
が
魅
力
的
。

神
戸
新
聞
社
賞

�

日
ノ
本
学
園
高
等
学
校

�

三
木
　
舞
花

・
大
空
は
い
ろ
ん
な
顔
を
す
る
ん
だ
よ
ふ
っ

と
見
た
時
笑
っ
て
い
た
よ

　

空
は
刻
々
と
変
化
す
る
。
そ
こ
に
い
ろ
い

ろ
な
顔
が
見
え
る
と
い
う
発
想
が
、素
敵
。そ

の
表
情
は
見
る
人
の
気
持
ち
に
よ
っ
て
違
う

は
ず
、
楽
し
い
と
き
は
空
も
笑
う
の
だ
。
呼

び
か
け
の
「
よ
」
が
楽
し
い
。

兵
庫
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
（
３
名
）

�

宝
塚
市
立
宝
塚
中
学
校

�

平
尾
明
香
莉

・
あ
こ
が
れ
の
み
こ
の
衣
装
を
身
に
ま
と
い

  

　
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
入
賞
入
選
作
品
選
評

尾
崎
ま
ゆ
み
　左から横治、吉田、中山さん
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結社（グループ） 会　　場 内　容 問い合わせ先

塔 姫 路 歌 会 城南公民館（姫路市） 第２日曜、午後１時 0791（62）3538　　藤原　明朗

ポ ト ナ ム 姫 路 姫路市民会館 第３月曜 079（266）3603　　糴川　範子

文 学 圏 社 姫路花の北市民広場（姫路市） 月初めの午後 078（961）5676　　浮田　伸子

か し の 木 短 歌 会 加西市コミュニティセンター 第２日曜、午後１時 0790（47）0403　　志方　弘子

コ ス モ ス 加 西
中央公民館（加西市） 第２木曜、午後１時

0790（42）0415　　藤岡　成子
アスティア（加西市） 第２金曜、午後１時

白 珠 加 東 支 社 滝野公民館（加東市） 第２水曜、午前 0795（48）3679　　片山　洋子

思
わ
ず
私
く
る
り
と
回
る

　

神
社
の
巫
女
の
衣
裳
だ
ろ
う
。
あ
こ
が
れ

て
い
た
白
い
着
物
と
赤
い
袴
を
着
る
喜
び
が

弾
け
て
、
思
わ
ず
く
る
り
と
回
っ
た
私
。
楽

し
い
歌
に
品
格
を
も
た
ら
す「
身
に
ま
と
う
」

が
眩
し
い
。

�
神
戸
市
立
神
港
橘
高
等
学
校

�

寺
岡
　
健
太

・
足
下
の
先
を
行
く
影
追
い
か
け
た
琥
珀
に

染
ま
る
夕
暮
れ
を
背
に

　

夕
暮
れ
時
の
空
は
微
妙
に
変
化
す
る
。
そ

の
中
に
現
れ
た
琥
珀
色
を
背
に
受
け
て
、
自

分
の
影
を
追
い
か
け
た
私
は
、
琥
珀
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
標
本
の
よ
う
。
イ
メ
ー
ジ
の
重

な
り
が
、
歌
に
深
み
を
与
え
て
い
る
。

�

篠
山
市
立
篠
山
中
学
校

�

多
根
ほ
の
か

・
綿
菓
子
に
く
る
ま
れ
た
棒
と
わ
か
ら
な
い

世
界
が
く
る
む
私
が
似
て
る

　

綿
菓
子
の
棒
と
、
私
が
似
て
い
る
。
私
探

し
の
私
で
は
な
く
、
ま
わ
り
の
「
わ
か
ら
な

い
世
界
」
に
注
目
し
た
と
こ
ろ
と
、
守
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
温
か
さ
が
良
い
。

入
選
（
９
名
）

加
東
市
立
東
条
中
学
校�

岸
本
実
乃
梨

・
「
君
の
名
は
？
」
か
わ
い
い
子
に
だ
け
聞

き
に
行
く
ナ
ン
パ
上
手
な
弟
八
歳

神
戸
市
立
神
港
橘
高
等
学
校�

山
口
　
桜
花

・
根
の
深
い
雑
草
魂
見
習
え
と
教
え
て
く
れ

る
夏
の
草
引
き

三
木
市
立
志
染
中
学
校�

北
村
　
莉
菜

・
夏
休
み
思
い
出
し
た
祖
父
の
こ
と
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
ト
マ
ト
の
匂
い

加
古
川
市
立
神
吉
中
学
校�

峯
畑
　
大
愛

・
し
か
ら
れ
た
反
論
で
き
ず
黙
り
込
む
声
の

代
わ
り
に
ギ
タ
ー
で
叫
ぶ

加
東
市
立
滝
野
中
学
校�

中
山
　
歩
足

・
あ
と
少
し
４
分
休
符
ま
で
も
う
ち
ょ
っ
と

酸
素
不
足
で
音
が
出
せ
な
い

兵
庫
教
育
大
学
附
属
中
学
校　

西
野
　
由
羅

・
曽
祖
父
の
遺
影
を
見
上
げ
終
戦
日
南
の
空

へ
思
い
を
は
せ
る

三
木
市
立
三
木
中
学
校　
　
　

網
中
　
瑠
生

・
部
屋
の
す
み
共
に
す
ご
し
た
ス
パ
イ
ク
と

た
す
き
を
見
る
と
走
り
た
く
な
る

兵
庫
県
立
佐
用
高
等
学
校　
　

小
久
保
亜
美

・
髪
洗
う
抱
え
き
れ
な
い
こ
の
想
い
泡
と
一

緒
に
流
し
て
し
ま
え

兵
庫
県
立
山
崎
高
等
学
校�

村
田
　
愛
莉

・
暑
い
夏
日
焼
け
止
め
な
ど
意
味
が
な
い
私

は
す
で
に
お
で
ん
の
卵　

佳
作
（
39
名
）

篠
山
市
立
篠
山
中
学
校�

中
尾　

菜
月

淡
路
市
立
北
淡
中
学
校�

徳
田　

百
香

加
古
川
市
立
神
吉
中
学
校�

川
原　

千
穂

兵
庫
県
立
篠
山
産
業
高
等
学
校�

井
尻
優
希
乃

相
生
市
立
矢
野
川
中
学
校�

勝
谷　

麻
衣

加
東
市
立
東
条
中
学
校�

藤
原　

弘
樹

神
戸
市
立
神
港
橘
高
等
学
校�

中
野　

風
香

篠
山
市
立
篠
山
中
学
校�

山
下　

朋
花

加
古
川
市
立
神
吉
中
学
校�

中
島　

大
智

加
古
川
市
立
神
吉
中
学
校�

高
橋　

柚
衣

武
庫
川
女
子
大
附
属
高
等
学
校�

糠
野　
　

葵

三
木
市
立
自
由
が
丘
中
学
校�

吉
田　

信
恒

伊
丹
市
立
南
中
学
校�

渡
海　
　

輝

加
東
市
立
滝
野
中
学
校�

島
田　

温
大

加
東
市
立
滝
野
中
学
校�

松
田　

侑
子

兵
庫
県
立
大
学
附
属
中
学
校�

永
正　

萌
奈

三
木
市
立
三
木
中
学
校�

本
岡　

夕
季

兵
庫
県
立
神
戸
北
高
等
学
校�

大
野　
　

輝

淡
路
市
立
岩
屋
中
学
校�

竹
代　

優
心

淡
路
市
立
岩
屋
中
学
校�

山
市　

佳
史

高
砂
市
立
竜
山
中
学
校�

寺
園　

潤
花

姫
路
市
立
香
寺
中
学
校�

横
山　

博
香

多
可
町
立
中
町
中
学
校�

松
本　

真
奈

西
宮
市
立
苦
楽
園
中
学
校�

前
田　

瀬
里

姫
路
市
立
城
乾
中
学
校�

泉　
　

奈
那

播
磨
町
立
播
磨
中
学
校�

宮
折　

哲
平

三
木
市
立
緑
が
丘
中
学
校�

浅
和　
　

樹

三
木
市
立
緑
が
丘
中
学
校�

今
村　

美
悠

神
戸
第
一
高
等
学
校�

山
谷　

葉
月

神
戸
第
一
高
等
学
校�

中
谷　

綾
乃

神
戸
第
一
高
等
学
校�

八
十　

優
希

丹
波
市
立
山
南
中
学
校�

上
田　

太
紀

宍
粟
市
立
波
賀
中
学
校�

池
垣　

愛
来

三
田
市
立
藍
中
学
校�

中
野　

陽
斗

三
田
市
立
藍
中
学
校�

槇
野　

七
菜

兵
庫
県
立
山
崎
高
等
学
校�

藤
木
ゆ
う
か

日
ノ
本
学
園
高
等
学
校�

山
田　

陽
南

淡
路
市
立
岩
屋
中
学
校�

八
代
谷
丈
涼

親
和
女
子
高
等
学
校�

矢
野
日
南
子

（
参
加
校
）
39
校

（
中
学
校
31
校
・
高
等
学
校
８
校
）
６
５
５
首

自分の歌を披露する入選の中・高生
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『
島
の
う
た
人
』

　
　
　
　

淡
路
歌
人
ク
ラ
ブ

�

代
表
・
事
務
局　

清
水
昭
男

　

島
の
南
海
岸
部
に
咲
く
水
仙
で
春
を
迎

え
、
初
夏
は
ハ
マ
ボ
ウ
の
黄
、
秋
は
西
海

岸
の
夕
陽
が
眩
し
い
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
花
卉
栽
培
も
盛
ん
で
、
彩
り
の
あ

る
温
暖
で
、
少
雨
の
島
で
あ
る
。

　

御み

食け
つ

国
と
し
て
王
権
に
海
や
山
の
幸
を

献
上
し
た
食
材
の
島
で
、
今
は
玉
葱
、
天

然
鱧
は
知
名
度
が
高
い
。

　

近
年
、
鉄
器
工
房
や
銅
鐸
が
発
見
さ
れ
、

昨
年
、「
古
事
記
の
冒
頭
」
を
飾
る
国
生

み
の
島
と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

王
権
に
と
っ
て
瀬
戸
内
の
要
衝
の
地
で
あ

る
と
同
時
に
都
人
の
流
刑
の
地
と
な
り
悲

哀
も
伝
え
ら
れ
る
。
対
岸
の
難
波
津
に
て

遥
か
に
霞
む
島
に
思
い
を
馳
せ
た
の
だ
ろ

う
。

　

万
葉
集
な
ど
に
島
の
風
情
を
詠
ん
だ
和

歌
も
多
い
。
海あ

人ま

の
生
業
や
暮
し
の
歌
で

あ
る
。
海
に
囲
ま
れ
た
島
の
一
体
感
な
ら

で
は
の
伝
統
や
文
化
と
し
て
引
き
継
が
れ

て
い
る
。
海
の
民
と
し
て
交
易
や
海
運
に

長
じ
た
水
軍
や
豪
商
も
生
ま
れ
た
。

　

昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
、
二
つ
の
海

峽
に
橋
が
架
か
り
、
輸
送
手
段
は
船
か
ら

車
に
替
わ
っ
た
。
船
の
待
ち
時
間
を
気
に

す
る
こ
と
は
な
く
、
阪
神
間
が
グ
ッ
と
近

く
な
り
、
若
者
は
都
会
へ
向
か
っ
た
。
そ

し
て
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

今
、
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
は
深
刻

で
、
農
・
漁
業
の
衰
退
に
拍
車
が
懸
る
。

従
っ
て
島
の
う
た
人
も
同
じ
轍
を
踏
む
。

　

当
ク
ラ
ブ
会
員
は
八
十
名
（
十
月
現

在
）
八
グ
ル
ー
プ
と
個
人
で
構
成
し
、

全
淡
短
歌
祭
（
七
月
中
旬
）、
ふ
れ
あ

い
短
歌
教
室
（
十
月
）、
文
学
作
品
展

（
十
二
月
）、年
刊
歌
集
発
行
（
年
度
末
）

を
事
業
と
す
る
。

　

窓
辺
か
ら
海
が
望
め
ら
れ
、
潮
の
香

り
と
潮
騒
が
日
常
で
あ
る
。
先
人
が
支

え
た
短
歌
界
、「
島
の
う
た
人
」
の
一

角
に
居
る
こ
と
に
感
謝
す
る
日
々
で

あ
る
。
本
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
皆
様

に
も
…
。

結社（グループ） 会　　場 内　容 問い合わせ先

小 野 短 歌 会 コミュニティセンターおの（小野市）第１日曜、午後

0794（62）2846　　松尾　鹿次
下 東 条 短 歌 教 室 コミュニティセンター下東条（小野市）第４日曜、午後

東 条 短 歌 会 東条公民館（加東市） 第２日曜、午後

美 加 志 保 巨 勢 教 室 巨勢教室（加東市東古瀬） 第３日曜、午後

コ ス モ ス 葛 の 花 八千代プラザ（多可町八千代区） 第２水曜、午後１時 0795（37）0680　　岸本しげ子

茅 花 短 歌 会 ふれあい交流館（稲美町） 第２水曜、午前９時半 079（492）1766　　前田　昭子

東 加 古 川 短 歌 会 加古川総合文化センター（加古川市）第２金曜、午後１時 079（293）0956　　水野　美子

て の ひ ら NPO法人てのひら（高砂市） 第１土曜、午後 079（442）2476　　石原　智秋

「
第
９
回
歌
集
批
評
会
記
」

�

新
屋
修
一

�

平
成
29
年
７
月
29
日

�
（
於
）
兵
庫
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

　

34
度
、
真
夏
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
45
名
が

出
席
。
活
気
あ
る
批
評
会
で
あ
っ
た
。

　

今
回
は
、
南
輝
子
歌
集
『W

A
R
  IS  

O
V
ER

』
と
西
橋
美
保
歌
集
『
う
は
の
空
』
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
レ
ポ
ー
タ
ー
は
楠
誓
英
氏

と
廣
庭
由
利
子
氏
、
司
会
は
小
林
幹
也
氏
が

担
当
し
た
。

　

先
ず
南
歌
集
へ
の
楠
氏
評
。
身
体
を
通
し

た
、
言
葉
・
歌
い
方
。
戦
争
で
亡
く
し
た
父

を
含
め
、
全
て
の
父
な
る
も
の
へ
の
挽
歌
で

あ
る
。
次
は
ど
う
い
う
文
体
で
詠
ん
で
ゆ
く

の
か
興
味
深
い
。

　

会
場
か
ら
は
、
悲
し
み
に
合
う
情
景
を
選

択
し
て
い
る
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

・
は
ち
ぐ
わ
つ
は
青
空
ば
か
り
青
空
の
底
踏

み
ぬ
い
て
も
ま
た
も
や
青
空

・
歳
月
や
ジ
ャ
ワ
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
虐
殺
を

ひ
と
に
語
り
て
さ
ら
に
へ
だ
た
る

　

次
に
西
橋
歌
集
へ
の
廣
庭
氏
評
。
文
語
と

口
語
が
う
ま
く
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
文

語
は
、
身
を
構
え
た
力
の
入
っ
た
詠
み
方
。

口
語
は
、
思
い
を
そ
の
ま
ま
吐
き
出
す
よ
う

に
詠
っ
て
い
る
。
動
的
な
強
い
歌
の
な
か
に
、

わ
ず
か
に
静
・
弱
の
歌
を
入
れ
た
構
成
も
良

い
。

　

会
場
か
ら
は
、
読
者
を
巻
き
込
ん
で
ゆ
く

修
辞
の
力
が
あ
る
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

・
こ
の
ひ
と
で
す
こ
の
眼
で
見
ま
し

た
こ
の
人
が
夢
で
わ
た
し
を
殺
し

た
ん
で
す

・
身
を
よ
ぢ
り
鱗
を
散
ら
す
龍
を
見

き
春
い
つ
せ
い
に
桜
散
る
こ
ろ

　

総
評
と
し
て
、「
死
」
が
共
通
す
る

テ
ー
マ
。
ど
ち
ら
も
リ
フ
レ
イ
ン
を

効
果
的
に
使
っ
て
い
る
。
南
歌
集
は

祈
り
・
再
生
の
イ
メ
ー
ジ
。
字
余
り

の
破
調
が
不
思
議
な
リ
ズ
ム
を
醸
し

出
し
て
い
る
。
西
橋
歌
集
は
、
怨
恨

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
。
テ
ク
ニ
カ
ル

で
、
ア
イ
ロ
ニ
ー
が
あ
る
。

　

最
後
に
作
者
二
人
か
ら
、
感
謝
と

今
後
の
作
歌
へ
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
、

盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
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は
じ
め
に�

安
藤
　
直
彦
　

　

本
年
度
の
応
募
総
数
は
四
十
三
編
、
二
十
代
か
ら
九
十
代
ま
で
、
各
世
代
に
渡
っ
て
例
年
を

大
き
く
上
回
っ
て
の
ご
応
募
を
い
た
だ
い
た
。「
兵
庫
短
歌
賞
」「
新
人
賞
」「
奨
励
賞
」
受
賞
作

品
に
つ
い
て
は
六
月
の
「
会
報
」
に
掲
載
済
み
。
こ
こ
で
は
惜
し
く
も
賞
に
漏
れ
た
作
品
を
紹

介
し
、
選
考
委
員
の
各
評
を
参
考
に
さ
れ
、
次
回
に
期
し
て
頂
き
た
く
願
う
次
第
。
よ
き
作
品

は
生
を
強
む
る
と
い
う
、
お
互
い
に
そ
う
し
た
作
品
を
共
有
し
合
い
な
が
ら
さ
ら
に
存
在
意
義

大
き
い
超
結
社
の
兵
庫
県
歌
人
ク
ラ
ブ
で
あ
り
た
く
思
う
。

平
成
二
十
八
年
度�

兵
庫
短
歌
賞
応
募
作
品
評

自
分
独
自
の
表
現
を
模
索
せ
よ�

小
林
　
幹
也

　
「
波
音
」�

藤
本
美
智
子　

・
現
よ
り
一
歩
こ
こ
ろ
の
内
が
わ
を
歩
い
て
い
た
り
寂
し
い
日
に
は

・
水
に
映
る
木
木
の
あ
い
だ
の
空
ふ
か
く
た
ゆ
た
い
て
い
る
時
間
が
あ
り
ぬ

　

自
然
と
の
交
感
か
ら
、
わ
ず
か
に
揺
ら
ぎ
ゆ
く
自
分
の
心
を
的
確
に
描
い
て
い
る
。
読
む
ご

と
に
味
わ
い
深
い
歌
群
だ
っ
た
。
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
自
分
独
自
の
表
現
を
模
索
し
て
い

た
ら
、
評
価
は
さ
ら
に
上
が
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
「
老
い
の
日
淡
々
」�

畑　

登
代
子　

・
夜
半
の
雨
置
き
残
し
た
る
蒼
き
空
が
不
意
の
訃
報
に
大
き
く
ゆ
が
み
ぬ

・
ダ
ビ
デ
の
ご
と
き
尻
を
持
つ
子
に
席
譲
ら
る
る
夫
の
匂
い　

三
周
忌
来
る

　

一
読
、
短
歌
を
つ
く
り
慣
れ
た
人
の
歌
だ
と
思
っ
た
。
間
の
取
り
方
が
う
ま
い
か
ら
、
字
余

り
が
さ
ほ
ど
気
に
な
ら
な
い
。
時
間
の
流
れ
を
ゆ
っ
く
り
と
噛
み
締
め
る
よ
う
な
品
の
よ
さ
も

あ
る
。「
ダ
ビ
デ
」
な
ど
の
固
有
名
詞
も
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
「
癌
病
ん
で
」�

桂　

日
呂
志　

・
死
に
近
か
き
娘
に
添
寝
を
し
て
を
れ
ば
夏
の
病
棟
夜
蝉
の
啼
き
ぬ

・
家
族
み
な
癌
病
棟
の
屋
上
に
集
ひ
て
夏
の
星
座
を
仰
ぐ

　

既
に
桂
氏
は
三
年
前
の
、
加
古
川
で
の
兵
庫
短
歌
祭
に
お
い
て
「
末
期
癌
病
め
る
娘
の
脈
と

り
て
添
ひ
寝
せ
し
夜
の
馬
追
ひ
の
声
」
の
歌
に
よ
り
（
公
財
）
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
賞
を
受

賞
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
て
ゆ
く
の
も
い
い
が
、
と
も
す
れ
ば
類
歌
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

　
「
四
季
に
よ
せ
て
」�

臼
井
て
る
子　

・
日
が
照
れ
ば
雲
影
山
に
う
つ
ろ
い
で
夏
の
お
わ
り
の
さ
み
し
さ
を
も
つ

・
ガ
ラ
ス
窓
ま
た
暮
れ
や
ら
ぬ
日
は
美
し
色
と
り
ど
り
の
書
籍
が
並
ぶ

　

臼
井
氏
は
兵
庫
短
歌
賞
応
募
者
の
常
連
で
あ
り
、
私
は
二
年
前
の
「
遊
歩
」
に
も
注
目
し
た
。

「
馬
鈴
薯
は
土
持
ち
上
げ
て
芽
ぶ
き
居
り
其
の
葉
は
日
毎
緑
の
園
に
」
の
一
首
は
今
で
も
忘
れ

が
た
い
。
今
回
も
叙
景
歌
が
よ
か
っ
た
。
景
色
に
う
ま
く
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
冬
日
の
中
に
」�

吉
田
千
代
美　

・
ガ
ラ
ス
戸
を
通
る
冬
日
に
背
を
丸
め
母
は
牛
蒡
を
削
り
て
い
た
り

・
冬
空
の
高
き
に
光
る
柚
子
あ
ま
た
一
尺
の
雪
と
け
し
朝
に

　
「
牛
蒡
」「
柚
子
」
と
い
う
具
体
的
な
表
現
が
い
き
て
い
る
。
丹
念
に
写
実
し
て
い
く
詠
み
方

に
好
感
が
持
て
た
。
一
方
で
軽
く
詠
み
流
し
た
よ
う
な
歌
が
あ
っ
た
の
が
残
念
だ
っ
た
。

　
心
の
選
択
を
慎
重
に�

楠
田
　
立
身

　
「
ち
ゃ
っ
ぷ
ん
こ
」�

小
畑　

恵
子　

・
退
陣
を
二
十
六
万
人
が
せ
ま
り
た
り　

私
は
い
つ
で
も
長
姉
を
や
め
る

・
大
島
は
夫
の
形
見
か
男
柄
き
り
き
り
き
り
り
朱
の
帯
ま
ぶ
し

　

素
材
も
よ
く
佳
吟
だ
が
「
…
か
」
と
疑
問
を
投
げ
か
け
る
形
が
三
首
続
く
。
ま
た
「
ほ
つ

ほ
つ
」「
き
り
き
り
き
り
り
」
な
ど
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
耳
障
り
だ
っ
た
。

二
十
首
と
い
う
短
い
連
作
で
は
気
を
つ
け
た
い
。

　
「
夢
」�

森
元　

満
子　

・
西
空
を
茜
に
染
め
て
沈
み
行
く
夕
日
の
如
く
夫
は
去
り
逝
く

・
薄
ら
日
に
繋
ぐ
命
の
い
と
お
し
く
煩
悩
具
足
か
け
行
く
八
十
路

　

今
生
き
て
在
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
念
と
未
来
の
夢
へ
の
着
想
は
尊
い
が
「
明
日
な
き
運
命
」

「
無
情
な
る
波
乱
」「
募
る
哀
愁
」「
苦
難
の
旅
路
」
な
ど
常
套
語
が
多
く
情
緒
過
剰
で
あ
っ
た
。

　
「
老
い
の
繰
り
ご
と
」�

岡
本　

絹
江　

・
予
科
練
の
七
つ
釦
の
亡
弟
の
い
ま
在
る
如
く
笑
顔
ゆ
め
見
る

・
想
う
こ
と
素
直
に
な
れ
ず
に
氣
を
痛
み
て
九
十
老
婆
の
悩
み
は
つ
き
ず

　

九
十
歳
の
方
の
よ
う
で
応
募
に
敬
服
す
る
。
体
調
が
優
れ
な
い
か
ら
か
懐
古
的
な
作
品
が
多

か
っ
た
が
前
向
き
に
ま
た
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

　
「
エ
キ
ス
ポ
70
」�

朝
倉　

恵
子　

・
門
前
に
座
る
飼
い
猫
姿
勢
よ
し
道
ゆ
く
わ
れ
を
見
定
め
る
ご
と

・
常
日
頃
離
れ
ず
付
か
ず
媚
売
ら
ぬ
人
と
の
つ
き
あ
い
猫
に
教
わ
る

　

素
材
が
多
彩
で
詠
法
も
自
在
だ
が
「
漬
か
る
」「
包
い
」「
泌
み
る
」
な
ど
誤
字
や
漢
字
の
妥

当
で
な
い
使
用
が
散
見
さ
れ
た
。

　

以
上
拙
評
を
試
み
た
。
二
十
首
で
は
至
難
な
こ
と
と
思
う
が
連
作
と
い
う
よ
り
自
信
作
の
群

作
を
並
べ
た
作
品
が
多
く
残
念
で
あ
っ
た
。
ま
た
作
歌
意
欲
旺
盛
な
た
め
か
饒
舌
だ
っ
た
。
言

葉
を
抑
制
し
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
の
目
立
た
ぬ
作
品
を
期
待
し
た
い
。
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己
を
表
出�

三
津
野
　
幸
代

　
「
時
の
流
れ
」�

谷
畑　

恵
山　

・
今
の
医
師
あ
な
た
癌
で
す
よ
平
然
と
患
者
の
気
も
ち
少
し
は
気
づ
か
っ
て

　

パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
見
詰
め
た
ま
ま
平
然
と
癌
を
告
げ
る
医
師
。
患
者
へ
の
気
遣
い
は
微
塵

も
感
じ
ら
れ
な
い
。
作
者
の
悲
鳴
と
怒
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
現
代
医
療
へ
の
批
判
歌
。

・
畦
道
の
踏
ま
れ
て
も
尚
凛
と
咲
く
草
花
強
し
我
れ
見
習
い
た
し

　

抗
癌
剤
の
副
作
用
に
苦
し
み
な
が
ら
、
食
後
の
服
用
を
守
る
為
三
度
の
食
事
を
規
則
正
し
く

摂
る
日
常
の
二
十
首
。
草
花
に
光
を
見
出
し
た
。
前
向
き
な
姿
勢
に
拍
手
を
送
る
。

　
「
不
安
の
暗
示
」�

宮
崎　
　

浩　

・
酷
評
で
傷
つ
く
こ
と
を
し
る
ゆ
ゑ
に
歌
会
に
で
ず
。
空
は
ま
だ
青

　

歌
会
は
自
分
を
客
観
視
出
来
る
よ
い
機
会
で
あ
る
。
傷
つ
く
こ
と
を
恐
れ
な
い
で
欲
し
い
。

「
空
は
ま
だ
青
」
の
結
句
の
転
換
が
良
く
希
望
も
窺
え
る
。

・
樹
海
に
は
た
だ
よ
ふ
魂た

ま

が
あ
る
こ
と
は
ニ
ュ
ー
ス
に
な
ら
ず
冬
は
来
る
な
り

　

行
方
不
明
で
片
付
け
ら
れ
て
い
る
沢
山
の
死
者
の
魂
が
漂
っ
て
い
る
樹
海
。
や
が
て
容
赦
な

く
厳
し
い
冬
が
訪
れ
る
。
樹
海
の
魂
へ
思
い
を
馳
せ
情
感
豊
か
な
人
間
愛
に
満
ち
た
一
連
。

　
「
平
家
物
語
を
よ
む
」�

塩
見　

俊
郎　

・
二
位
の
尼
幼
帝
を
抱
き
浪
の
下
に
も
都
あ
り
と
壇
ノ
浦
の
藻
屑
と
散
り
ぬ

・
幼
帝
と
同
い
年
の
一
年
生
は
同
行
す
る
も
観
覧
車
に
乗
る

　

表
題
は
「
平
家
物
語
を
よ
む
」。
一
連
二
十
首
は
『
平
家
物
語
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
言

っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
内
容
の
紹
介
に
終
わ
ら
ず
に
作
者
の
思
い
を
籠
め
て
詠
ま
れ
た
ら
又
違
っ

た
味
が
出
た
の
で
は
と
思
う
。
掲
出
歌
は
壇
ノ
浦
に
没
し
た
幼
帝
と
同
年
の
孫
（
多
分
）
を
詠

み
現
代
っ
子
と
の
対
比
に
魅
か
れ
た
。

　
「
確
か
な
光
」�
山
下
恵
理
子　

・
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
う
る
痛
み
知
り
な
が
ら
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
闇
は
深
ま
る

　

夫
婦
間
の
微
妙
な
気
息
が
窺
え
て
巧
み
。
思
い
や
り
や
労
り
が
そ
こ
は
か
と
無
く
表
出
さ
れ

て
い
る
。
四
句
と
五
句
の
間
を
一
字
空
け
に
す
る
と
結
句
の
思
い
が
よ
り
深
く
な
る
。

・
「
合
奏
よ
」
幼
稚
園
ま
で
の
道
の
り
の
か
ば
ん
の
箸は

し

音
マ
マ
の
靴
音

　

朝
、幼
稚
園
ま
で
の
道
の
り
は
楽
し
い
ひ
と
時
。
子
供
の
鞄
に
カ
タ
カ
タ
と
鳴
る
箸
の
音
。
作

者
の
ヒ
ー
ル
の
音
。
ま
る
で
「
合
奏
」
と
捉
え
た
と
こ
ろ
が
お
手
柄
。
発
見
が
あ
る
。

レ
ベ
ル
超
え�

中
川
　
昭

　
「
太
鼓
」�

渡
辺　

啓
子　

・
父
母
は
施
設
へ
移
り
マ
ン
シ
ョ
ン
に
置
い
て
き
ぼ
り
の
居
間
の
ゴ
ム
の
樹

・
柿
落
葉
を
つ
く
づ
く
見
つ
め
虫
喰
い
の
ま
あ
る
い
穴
を
絵
手
紙
に
す
る

　

老
い
ゆ
く
両
親
を
思
う
一
連
は
殊
の
外
胸
に
刺
さ
る
。
淡
々
と
し
た
表
現
を
貫
く
乾
い
た
感

性
は
既
に
一
定
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
い
て
、
大
い
に
注
目
し
て
い
い
作
者
だ
ろ
う
。
置
い
て
き

ぼ
り
の
ゴ
ム
の
樹
、
虫
喰
い
の
穴
、
限
り
な
く
孤
独
の
深
さ
を
思
わ
せ
る
。

　
「
冬
の
さ
る
び
あ
」�

小
田
部
桂
子　

・
遠
き
地
に
知
る
人
も
な
し
傷
負
ひ
て
病
む
子
と
と
も
に
追
ひ
つ
め
ら
る
る

・
「
あ
な
た
方
は
所
詮
よ
そ
者
、
こ
れ
以
上
は
む
づ
か
し
い
で
せ
う
」
校
長
の
言
ふ

　

い
じ
め
と
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
同
根
で
あ
る
。
悪
で
あ
る
と
は
認
識
し
つ
つ
も
、
校
長
で
さ

え
そ
れ
を
救
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
作
者
の
怒
り
が
強
い
ほ
ど
、
言
葉
が
リ
ア
ル
で
は
あ
る
が
、

そ
の
ぶ
ん
感
情
が
流
れ
た
嫌
い
は
否
め
な
い
。
明
る
い
未
来
は
あ
る
と
信
ず
る
。

　
「
日
々
に
元
気
で
」�

長
谷
川
喜
世
子　

・
新
年
に　

俳
句　

短
歌
と
披
露
す
る　

老
人
会
の　

親
し
き
仲
間

・
真
田
旅　

ド
ラ
マ
と
会
わ
せ　

考
え
る　

壮
大
な
寺　

重
圧
な
墓

　

か
な
り
の
高
齢
者
と
思
わ
れ
る
が
、
歌
の
応
募
は
う
れ
し
い
こ
と
だ
。
歌
は
ま
ず
字
あ
き
を

し
な
い
よ
う
心
が
け
た
い
。
推
敲
も
大
事
な
ひ
と
つ
。「
会
わ
せ
」
は
「
合
わ
せ
」
だ
。

　
「
光
」�

真
砂　

晃
美　

・
傷
ひ
と
つ
あ
ら
ぬ
硝
子
に
守
ら
れ
て
新
し
き
ビ
ル
夕
べ
華
や
ぐ

・
橙
の
光
こ
ぼ
る
る
窓
の
外と

に
老
い
立
ち
止
ま
る
従
容
と
し
て

　

歌
に
手
練
れ
た
方
の
作
品
群
で
「
光
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
が
、
多
分
に
心
象
的
詠
風
だ
。

し
か
し
歌
の
テ
ン
ポ
＝
語
り
口
が
速
く
て
余
情
に
欠
け
る
点
が
惜
し
ま
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も

「
老
い
立
ち
止
ま
る
従
容
と
し
て
」
は
秀
眉
の
収
め
と
し
て
わ
た
し
の
心
に
残
る
。

　
歌
は
心
の
楽
器
、
事
情
説
明
の
器
で
は
な
い�

桂
　
保
子

・
風
圧
を
流
す
車ボ

デ
ィ
ー体
を
拭
き
あ
ぐ
る
恍
惚
と
し
て
男
の
仕
事�

石
飛　

俊
郎　

・
う
す
暗
き
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
の
ト
ン
ネ
ル
に
ラ
イ
ト
の
芯
を
刺
し
て
飛
び
込
む

　
「
Ⅴ
８
・
シ
ー
マ
」
の
一
連
の
序
歌
と
し
て
の
一
首
目
は
作
者
像
を
立
た
し
め
て
成
功
し
て

い
る
。「
風
圧
を
流
す
車ボ

デ
ィ
ー体
」
が
巧
い
。
二
首
目
は
「
芯
」
の
一
語
が
効
い
て
緊
ま
っ
た
臨
場

感
を
伝
え
て
い
る
。
義
姉
の
訃
を
受
け
て
の
一
連
、
読
み
ご
た
え
が
あ
っ
た
が
、
時
に
事
情
説

明
の
た
め
の
歌
、
埋
草
め
く
歌
が
混
じ
っ
た
の
が
惜
し
い
。
歌
は
や
は
り
一
首
独
立
。

・
仕
分
け
せ
し
朝
昼
晩
の
飲
み
薬
残
し
て
夫
は
弥
生
旅
立
つ�

𠮷
川
さ
わ
子　

・
「
お
願
い
ね
」
口
癖
だ
っ
た
夫
の
声
何
を
願
い
し
や
こ
え
甦
え
る

　
「
お
と
こ
坂
」
は
御
夫
君
を
看
病
す
る
日
日
と
ご
逝
去
、
そ
し
て
そ
の
後
の
心
の
揺
れ
を
テ

ー
マ
に
し
た
時
系
列
の
一
連
で
そ
の
悲
し
み
は
実
に
哀
切
。
た
だ
、
事
実
描
写
か
ら
少
し
発
想

を
と
ば
し
て
詩
と
し
て
の
エ
ッ
セ
ン
ス
添
付
が
欲
し
か
っ
た
。
二
首
目
の
「
甦
え
る
」
は
「
甦

る
」
だ
ろ
う
か
。
送
り
仮
名
ひ
と
つ
で
も
辞
書
に
相
談
を
。

・
入
院
の
妻
居
ぬ
ベ
ッ
ト
の
冷
た
さ
よ
時
々
目
覚
め
て
触
れ
れ
ば
空
し�

　

棘
木　

正
市　

・
年
明
け
る
畑
に
立
て
ば
春
見
え
て
野
菜
育
て
る
夢
駆
け
巡
る　

　
「
老
老
介
護
の
日
々
」
は
タ
イ
ト
ル
通
り
、奥
様
と
ご
自
身
の
病
気
と
い
う
事
情
が
よ
く
分
か
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る
一
連
。「
眼
が
見
え
ず
遊
ば
れ
て
ん
や
南
京
の
葉
陰
で
覗
く
デ
ッ
カ
イ
胡
瓜
」の
口
語
遣
い
に

心
が
滲
み
、
ま
た
二
首
目
の
明
る
さ
も
賛
成
。
だ
が
「
空
し
」
や
一
連
に
あ
っ
た
「
悔
し
」
等

の
感
情
語
は
不
賛
成
。
そ
し
て
事
情
伝
達
が
眼
目
で
は
な
い
は
ず
、
短
歌
は
。

・
そ
の
胸
に
毛
糸
の
帽
子
抱
へ
た
る
を
み
な
と
出
会
ひ
し
陽
の
当
た
る
道�

伊
澤　

信
雄　

・
鉄
腕
の
ア
ト
ム
ふ
た
た
び　

霧
の
中
の
地
球
を
救
ふ
力
の
核
心

　
「
氣
ま
ぐ
れ
」
一
連
の
一
首
目
と
二
十
首
目
が
掲
出
歌
だ
が
、こ
の
二
首
の
距
離
感
に
読
者
は

戸
惑
う
。
一
連
に
共
通
し
た
モ
チ
ー
フ
が
必
ず
し
も
必
要
な
わ
け
で
は
な
い
が
、
や
は
り
二
十

首
と
い
う
括
り
で
表
現
し
た
い
も
の
が
あ
る
べ
き
か
。
流
れ
や
構
成
を
考
え
る
の
も
歌
詠
み
の

た
の
し
み
だ
ろ
う
。
一
連
で
は
前
半
の
柔
ら
か
な
抒
情
性
は
魅
力
だ
っ
た
。

時
代
を
、
そ
し
て
世
代
を
現
す�

小
谷
　
博
泰

　
「
二
頭
の
獏
」�

大
江　

美
典　

・
朝
ま
だ
き
厨
に
一
人
佇
む
は
け
ふ
の
あ
な
た
に
口
づ
け
る
為

・
「
お
は
よ
う
」
と
呟
い
て
み
れ
ば
掌
で
ス
マ
ホ
は
震
えマ

マ

る
コ
マ
ド
リ
の
ご
と

　

ス
マ
ホ
に
よ
る
情
報
時
代
の
中
で
、
子
育
て
世
代
の
日
常
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
、
ポ
ッ
プ

な
感
覚
で
捉
え
ら
れ
て
い
て
、
新
鮮
で
あ
る
。
時
代
は
変
わ
る
と
い
う
思
い
を
強
く
し
た
。
仮

名
遣
い
は
、
こ
の
内
容
な
ら
現
代
式
に
統
一
し
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
「
硝
子
の
猫
」�

山
本　

圭
子　

・
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
小
物
あ
き
な
ふ
店
先
の
硝
子
の
猫
が
わ
れ
を
呼
び
ゐ
る

・
む
か
ひ
あ
ふ
少
女
の
胸
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
亡
き
猫
の
眼
と
同
じ
色
せ
り

　

ま
だ
初
老
と
い
う
に
は
早
く
、
あ
る
い
は
壮
年
の
後
半
期
で
あ
ろ
う
か
。
母
親
を
な
く
し
て

一
年
近
く
の
穏
や
か
に
過
ぎ
て
行
く
日
々
が
、
し
み
じ
み
と
し
て
読
者
の
心
に
も
感
じ
ら
れ
て

く
る
。
た
だ
、
古
典
的
な
言
い
回
し
部
分
に
評
価
を
迷
う
作
品
が
二
、三
あ
る
。

　「
酒
と
昭
和
と
子
ど
も
と
わ
た
し
」�

高
木　

晋
一　

・
埃
舞
う
本
よ
り
落
ち
し
栞
に
は
お
さ
な
き
む
す
め
の
〝
パ
パ
だ
い
す
き
よ
〟

・
雨
あ
が
り
神
社
の
横
の
細
道
に
白
く
色
褪
せ
冥
る
犬
の
糞

　

昭
和
の
思
い
出
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
思
い
出
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
き
生
き
と
し
て

リ
ア
ル
で
、
臨
場
感
が
あ
っ
て
読
ん
で
い
て
引
き
込
ま
れ
る
。
た
だ
、
表
現
上
の
飛
躍
に
読
ん

で
い
て
つ
い
て
い
き
に
く
く
感
じ
ら
れ
る
作
品
が
少
し
あ
っ
た
。

　
「
名
物
警
官
」�

老
月　

良
一　

・
遠
足
に
持
っ
て
い
く
も
の
分
か
ら
ず
に
泣
き
お
り
友
の
作
れ
ぬ
私

・
父
の
着
る
制
服
い
つ
も
洗
い
た
て
神
棚
を
拝
み
会
社
へ
と
行
く

　

ひ
弱
そ
う
な
幼
少
年
時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら
来
し
方
を
描
い
た
よ
う
な
作
品
群
で
あ
る
。

作
者
で
あ
る
主
人
公
が
人
生
を
や
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
見
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ

の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
が
、
読
者
の
心
に
快
く
訴
え
て
く
る
よ
う
な
気
も
す
る
。

連
作
構
成
の
統
一
観
と
一
首
の
独
立
性
と
精
確
さ
に
自
覚
的
で
あ
ろ
う�

安
藤
　
直
彦

　
「
ぐ
う
・
ち
よ
き
・
ぱ
あ
」�

西
村　

節
子　

・
う
つ
か
り
が
尺
取
虫
に
食
べ
ら
れ
た
薔
薇
の
蕾
に
風か

ざ

車ぐ
る
まの
蕾　

・
五
本
指
の
靴
下
に
し
て
気
を
入
れ
り
や
顔
も
つ
れ
だ
つ
ぐ
う
・
ち
よ
き
・
ぱ
あ

　

昨
年
の
作
も
そ
う
だ
っ
た
印
象
が
強
く
残
っ
て
い
る
が
、
全
体
的
に
動
的
な
詠
風
が
新
鮮
で

好
ま
し
い
。
ご
高
齢
な
が
ら
素
材
も
豊
富
で
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
活
動
的
な
生
き
方
が
全

体
の
作
品
に
よ
く
反
映
し
て
い
る
。
一
連
二
十
首
の
構
成
上
の
統
一
観
を
更
に
遂
げ
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

　
「
三
人
へ
お
く
る
レ
ク
イ
エ
ム
」�

尾
崎　

順
子　

・
わ
ら
わ
ら
と
空
き
家
は
空
き
家
を
呼
ぶ
よ
う
な
谷
深
き
村　

月
の
ぼ
り
ゆ
く

・
地
方
紙
の
誕
生
欄
に
さ
き
く
さ
の
三み

た
り人
の
名
あ
り
雪
降
り
続
く

　

若
く
し
て
、
あ
る
い
は
逆
縁
に
逝
っ
た
三
人
の
男
友
達
へ
の
鎮
魂
歌
。「
ふ
る
さ
と
」
の
原

風
景
に
触
れ
、
短
編
小
説
を
読
む
よ
う
な
味
わ
い
が
あ
る
。
連
作
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
首

の
独
立
性
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
前
後
の
歌
へ
の
も
た
れ
の
部
分
を
な
く
し
た
完
成
度
を
こ
れ

か
ら
に
見
せ
て
欲
し
い
。

　
「
は
る
か
な
り
」�

内
藤
み
さ
を　

・
掛
け
替
え
る
〈
雪
の
余
呉
湖
）
の
匂
ひ
た
つ
イ
ー
ゼ
ル
並
べ
た
彼
の
雪
晴
れ
よ

・
は
る
か
な
り
徴
兵
検
査
場
に
わ
が
ゐ
た
り
否
応
も
な
く
紅
一
点
と

　

若
き
日
の
戦
時
の
体
験
を
回
想
し
て
の
一
連
、
あ
り
あ
り
と
し
て
臨
場
感
が
伝
わ
り
な
か
な

か
だ
。
折
角
の
御
作
、
惜
し
む
ら
く
は
表
記
上
の
こ
と
。
仮
名
表
記
の
新
旧
混
交
「
替
え
る
」

は
「
替
へ
る
」、〈
雪
の
余
呉
湖
）
の
〈　

）
が
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
は
選
考
上
大
き
な
マ
イ
ナ

ス
。

　
「
彰
佳
抄
」�

眞
住　
　

彰　

・
雨
上
が
り
葉
先
に
止
ま
る
玉
雫
小
犬
駆
け
ぬ
け
胴
ぶ
る
ひ
す
る

・
海
望
む
丘
に
来
た
り
て
見
渡
せ
ば
綿
雲
流
る
故
郷
の
方

　

全
体
、
身
め
ぐ
り
の
嘱
目
を
平
明
に
写
実
し
て
好
感
度
は
高
い
。
そ
れ
だ
け
に
読
者
の
表
現

上
の
要
求
度
が
高
く
も
な
る
。「
乱
舞
す
る
桜
吹
雪
」「
景
色
は
一
変
」
と
い
っ
た
慣
用
表
現
は

し
な
い
方
が
い
い
。「（
萌
え
）
い
ず
」（「
出
な
い
」
こ
と
に
な
る
）
は
「
い
づ
」。
こ
う
し
た
こ

と
が
惜
し
ま
れ
た
。

主
題
を
活
か
す
構
成
の
妙�

尾
崎
　
ま
ゆ
み

　
「
誕
生
―
幼
児
の
神
―
」�

長
尾　
　

宏　

・
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
テ
ス
ト
を
受
け
る
ワ
タ
シ
な
れ
唐
突
に
鳴
る
、
あ
れ
は
霧
笛
だ
。

・
三
句
目
を
「
あ
た
た
か
く
」
と
し
て
小
主
観
を
あ
へ
て
挿
も
う
ひ
と
と
な
る
た
め
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ア
ル
フ
ァ
ゴ
（
囲
碁
対
局
特
化
Ａ
Ｉ
）
と
人
間
と
の
対
局
を
ア
ル
フ
ァ
ゴ
の
立
場
か
ら
詠
む
。

そ
の
視
点
の
斬
新
さ
と
、
構
成
の
妙
が
際
立
つ
才
気
あ
ふ
れ
る
作
品
は
、
一
首
の
完
成
度
よ
り

も
臨
場
感
を
大
切
に
す
る
。
荒
削
り
な
文
体
が
続
き
単
調
に
な
っ
た
の
が
惜
し
い
。

　
「
心
念
」�

嶋
澤　
　

隆　

・
紅
葉
が
鎮
守
の
杜
に
吹
か
れ
来
て
旅
す
る
吾
の
哀
愁
に
触
る

・
広
島
に
て
金き

ん

子す

を
紛
失
せ
し
こ
と
の
悔
や
み
隠
せ
ず
一
人
の
旅
に

　

独
り
生
き
る
哀
愁
を
、心
念
を
も
っ
て
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
そ
の
心
を
「
吾
の
哀
愁
に
触
る
」

と
触
覚
を
交
え
な
が
ら
客
観
的
に
言
い
切
っ
た
と
こ
ろ
が
良
い
。「
金
子
を
紛
失
せ
し
こ
と
」の

よ
う
に
状
況
が
く
っ
き
り
と
見
え
る
歌
が
も
う
少
し
欲
し
い
。

　
「
若
か
る
い
の
ち
」�

島
田　

英
樹　

・
魂
よ
こ
こ
ろ
し
づ
か
に
安
ら
け
く
鎮
も
り
た
ま
へ
慈
母
に
抱
か
れ
て

・
忘
る
る
は
わ
が
こ
こ
ろ
根
の
常
な
れ
ど
若
き
無
念
の
死
は
忘
れ
得
ず

　

昭
和
二
十
年
八
月
。
鳴
門
海
峡
で
爆
撃
を
受
け
遭
難
し
た
住
吉
丸
乗
員
を
、
地
元
の
人
々
が

危
険
も
顧
み
ず
船
を
出
し
て
救
っ
た
実
話
を
、
二
十
首
で
長
歌
の
よ
う
に
詠
み
鎮
魂
の
心
を
閉

じ
込
め
る
。
実
話
へ
の
作
者
の
思
い
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
る
最
後
の
二
首
が
切
実
。

　
「
老
い
の
夢
と
光
」�

岸
本
万
由
美　

・
冷
蔵
庫
の
奥
ま
で
整
理
す
年
の
瀬
の
衝
動
買
い
大
半
は
ミ
ス
テ
リ
ー

・
捨
て
た
か
も
し
れ
な
い
一
枚
探
し
お
り
ゴ
ミ
収
集
車
去
り
し
朝
を

　

老
い
の
日
々
を
嘆
く
の
で
は
な
く
ち
ょ
っ
ぴ
り
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
詠
む
。
心
の
余
裕
が
感

じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
い
い
。
た
と
え
ば
「
衝
動
買
い
大
半
は
ミ
ス
テ
リ
ー
」、「
捨
て
た
か
も
し

れ
な
い
一
枚
」。
構
成
を
も
う
少
し
考
え
る
と
主
題
が
し
っ
か
り
見
え
て
く
る
。

　
平
易
な
言
葉
で
深
い
内
容
を�

藤
岡
　
成
子

　
「
匙
加
減
」�

矢
野　

一
代　

・
あ
あ
わ
れ
は
馬
に
は
あ
ら
ず
鼻
先
へ
あ
の
手
こ
の
手
の
西
洋
人
参

・
「
若
葉
塾
」
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
「
ゆ
め
の
家
」
法
定
速
度
に
す
れ
違
い
た
り

　

心
理
的
葛
藤
が
主
軸
の
一
連
。
一
首
目
、「
馬
」「
鼻
先
」「
西
洋
人
参
」
と
条
件
を
整
え
内
面

を
う
ま
く
引
き
出
し
て
い
る
。
ま
た
二
首
目
の
よ
う
に
、
一
連
と
は
関
係
の
な
い
歌
を
所
々
に

据
え
た
構
成
も
い
い
。
や
や
気
持
ち
が
全
面
に
出
す
ぎ
た
感
が
あ
る
。

　
「
銀
色
の
コ
ク
ー
ン
」�

多
田　

真
香　

・
ぽ
っ
た
り
と
安
産
型
の
君
だ
か
ら
き
っ
と
私
と
相
性
が
い
い

・
笑
う
の
も
泣
く
の
も
こ
れ
が
最
後
だ
ね
銀
色
の
コ
ク
ー
ン
に
抱い

だ

か
れ
て

　

タ
イ
ト
ル
が
魅
力
的
。
愛
車
を
コ
ク
ー
ン
（
繭
）、
ま
た
君
と
表
現
し
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
詠
ん
で
い
て
若
さ
溢
れ
る
意
欲
的
な
一
連
で
あ
る
。
購
入
か
ら
手
放
す
ま
で
の
八
年
間
（
原

因
か
ら
結
果
ま
で
）
を
詠
わ
ず
絞
り
込
め
ば
も
っ
と
良
く
な
る
。

　
「
母
の
声
」�

髙
田
奈
加
子　

・
長
病
み
の
母
の
手
洗
う
湯
の
中
に
淚
落
ち
た
り
細
す
ぎ
る
指

・
歌
を
詠
む
己
の
裏
側
見
る
よ
う
で
何
や
ら
恐
ろ
し
生
き
る
て
こ
と
が

　

母
の
死
を
中
心
に
し
た
家
族
詠
で
、
し
み
じ
み
と
し
た
味
わ
い
の
あ
る
一
連
。「
細
す
ぎ
る

指
」「
己
の
裏
側
」
と
具
体
的
に
描
写
し
説
得
力
が
あ
る
。
全
体
的
に
歌
が
短
い
の
で
ど
こ
か

を
平
仮
名
に
し
、
決
ま
り
文
句
を
使
わ
な
い
工
夫
を
。

　
「
あ
る
が
ま
ま
に
」�

藤
本　

太
子　

・
薔
薇
よ
り
も
菖
蒲
の
花
を
愛
で
し
娘
は
十
七
才
の
夏
急
逝
す

・
修
正
の
き
か
ざ
る
方
へ
す
す
む
夫
別
離
れ
て
三
年
訃
報
届
き
ぬ

　

詠
ま
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
素
直
な
気
持
が
平
易
な
言
葉
で
表
現
し
て
あ
り
、
作
者
の
来
し
方

が
如
実
に
見
え
て
心
打
た
れ
た
。
二
十
首
で
人
生
を
回
顧
す
る
の
は
ど
う
し
て
も
、
誰
で
も
説

明
的
に
な
る
の
で
、
テ
ー
マ
を
絞
ら
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
す
る
。

2017年度第２回幹事会報告
　10月30日、三宮勤労会館
司会　安藤直彦兵庫県歌人クラブ代表
◇ふれあいの祭典兵庫短歌祭実行委員会
　選考委員会出席者（県・淡路市）
　＊県　　（公財）県芸文協会業務執行理事　大谷　武徳
　　　　　　　　　　　　　　　　　事務職　青砥さおり
　＊淡路市　　淡路市教育委員会教育部次長　新阜　照久
　　　　　　　　　　　　　文化振興部係長　井上　浩二　他1名
　兵庫県幹事クラブ幹事27名、幹事外事務局員2名
・2017年度ふれあいの祭典兵庫短歌祭作品審査
　一般部門（応募総数376首）
　ジュニア部門39校（中学校31校、高等学校８校）、
　応募総数655首　入賞者決定
◇幹事会
・兵庫短歌祭　11月18日（土）13：00～16：30
　淡路市立サンシャインホール
　実施要領検討　式次第・主催者挨拶・表彰式・選考経過
　作品講評　一般の部（清水昭男・桂保子・中川昭各氏）
　　　　　　ジュニアの部　尾崎まゆみ氏
・講演「淡路島和歌の路」
＊「兵庫秀歌賞」（仮称）の新設に向けて
　　『年刊歌集』発行の意義、応募意欲をより高める為に、上記のような
賞を来年から設けたらという提案。老いも若きもキャリアを問わず出詠
者全員を対象に「一連の秀歌」を顕彰し、讃え、全国に発信するといっ
たものです。選考には種々の工夫、配慮が要ると思われるが、その節に
は、どうぞよろしくお願いします。
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か
み
ち
、
前
田
昭
子
各
氏
が
出
席
。

▼
9
月
3
日
、
姫
路
市
花
の
北
市

民
広
場
に
て
文
学
圏
は
浮
田
伸
子

歌
集
『
青
き
ほ
く
ろ
』
を
読
む
会

と
お
祝
い
の
会
開
催
。
▼
９
月
28

日
、
花
鏡
短
歌
会
吟
行
会
、
あ
わ

じ
花
さ
じ
き
・
奇
跡
の
星
の
植
物

館
へ
。
31
名
出
席
。
▼
10
月
16
日

「
第
11
回
灘
小
学
生
短
歌
コ
ン
テ

ス
ト
」
審
査
会
、
灘
区
役
所
に
て

開
催
。
三
津
野
幸
代
氏
審
査
委
員

長
。
応
募
数
１
１
５
９
首
。
▼
11

月
１
日
、
書
道
誌
「
正
筆
」
歌
壇

欄
11
月
号
よ
り
三
津
野
幸
代
氏
担

当
執
筆
。�

（
黒
崎
由
起
子
）

【
明
石
】
５
月
19
日
、
明
石
市
柿

本
神
社
に
て
第
１
５
８
回
春
季
献

詠
祭
を
開
催
。
選
者
楠
田
立
身
氏
。

兼
題
「
藤
」、
競
点
題
「
船
」。
出

詠
、
祭
典
参
列
三
宅
隆
子
、
伊
藤

敦
子
各
氏
。
▼
５
月
28
日
、
加
古

川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
２
０
１
７

年
度
六
甲
大
会
開
催
。
総
会
・
歌

会
・
懇
親
会
。
県
歌
人
ク
ラ
ブ
新

人
賞
及
び
奨
励
賞
受
賞
の
鈴
木
美

樹
、
鈴
木
裕
子
両
氏
に
花
束
贈
呈
。

互
選
１
位
（
み
ど
り
児
が
両
手
を

空
へ
ひ
ら
き
を
り
光
を
掴
め
風
を

つ
か
め
よ　

牧
野
秀
子
）。田
岡
弘

子
、
志
方
弘
子
、
石
原
智
秋
、
牧

野
秀
子
各
氏
ら
43
名
出
席
。
▼
６

月
24
日
、
明
石
ペ
ン
ク
ラ
ブ
平
成

29
年
度
の
総
会
開
催
。
作
品
発
表

誌
『
新
明
石
大
門
』
創
刊
号
刊
行
。

27
年
度
に
35
号
で
終
刊
し
た
『
明

石
大
門
』を
踏
襲
し
た
も
の
。代
表

野
瀬
昭
二
氏
。
▼
７
月
22
日
、
明

石
ペ
ン
ク
ラ
ブ
例
会
に
て
池
本
俊

六
、
伊
藤
敦
子
各
氏
短
歌
合
評
を

担
当
。
▼
田
岡
弘
子
氏
主
宰
の
明

石
短
歌
会
は
、
７
月
作
品
集
『
と

も
し
び
』
33
号
を
刊
行
。
編
集
は

田
岡
弘
子
、
牧
野
秀
子
各
氏
。

�

（
伊
藤
敦
子
）

【
姫
路
】
６
月
11
日
、姫
路
市
民
会

館
に
て
姫
路
歌
人
ク
ラ
ブ
短
歌
大

会
開
催
。
講
演
は
足
立
勝
歳
氏
の

「
近
代
短
歌
の
魅
力
」。
作
品
評
は

小
畑
、
神
保
原
、
久
米
川
、
飯
田

各
氏
。
出
詠
歌
２
２
７
首
。
水
野

美
子
、
小
松
カ
ヅ
子
、
内
海
永
子

氏
他
80
余
名
出
席
。
大
会
終
了
後

講
師
の
足
立
氏
を
囲
み
懇
親
会
。

�

（
飯
田　

進
）

【
東
播
】
７
月
８
～
22
日
、茅
花
短

歌
会
は
稲
美
町
ふ
れ
あ
い
交
流
館

に
て
全
員
の
短
冊
を
展
示
。
▼
７

月
12
日
、
短
歌
会
は
季
刊
誌
「
茅

花
第
１
８
４
号
」
発
行
。
▼
10
月

21
日
、
稲
美
町
サ
ー
ク
ル
研
修
旅

行
「
山
陰
・
鳥
取
の
旅
」
に
茅
花

短
歌
会
参
加
。
▼
10
月
23
日
、
稲

美
町
天
満
小
学
校
６
年
の
短
歌
学

習
に
短
歌
会
の
前
田
昭
子
、
高
田

道
夫
、
沼
田
俊
郎
、
西
島
孝
子
各

氏
が
指
導
。
▼
加
古
川
で
は
「
東

加
古
川
短
歌
会
」
の
他
に
「
ふ
ぐ

る
ま
短
歌
会
」
が
加
古
川
西
公
民

館
に
て
第
３
土
曜
日
午
前
10
時
か

ら
、「
短
歌
ク
ラ
ブ
加
古
川
」
が
第

４
土
曜
日
午
後
１
時
か
ら
溝
一
会

館
で
勉
強
会
。
水
野
美
子
氏
指
導
。

�

（
前
田
昭
子
）

【
中
播
】
５
月
15
～
16
日
、水
甕
姫

路
支
社
は
ホ
テ
ル
日
航
に
て
、
水

甕
全
国
大
会
開
催
。
春
日
真
木
子

代
表
他
２
５
２
名
参
加
。
▼
６
月

25
日
、
水
甕
姫
路
支
社
は
小
畑
庸

子
氏
藍
綬
褒
章
受
章
を
祝
う
会
を

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
て
開
催
。

出
席
者
生
田
よ
し
え
氏
他
69
名
。

▼
７
月
１
日
、
吉
永
明
代
氏
（
水

甕
）
は
「
与
謝
野
晶
子
短
歌
文
学

賞
・
山
川
登
美
子
記
念
短
歌
大
会
」

に
て
「
今
野
寿
美
選
、
伊
藤
一
彦

選
に
入
選
。
▼
８
月
５
日
、
福
崎

町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
山
桃
忌
奉

賛
第
32
回
短
歌
祭
開
催
。
選
歌
と

選
評
楠
田
立
身
氏
。
入
賞
内
山
嗣

隆
、
岡
田
恵
美
子
、
青
田
綾
子
各

氏
他
５
名
。�

（
生
田
よ
し
え
）

【
北
播
】
６
月
３
日
、
小
野
市
う

る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
に
て
第
９

回
小
野
市
詩
歌
文
学
賞
・
第
28
回

上
田
三
四
二
記
念
小
野
市
短
歌
フ

ォ
ー
ラ
ム
開
催
。
詩
歌
文
学
賞
受

賞
吉
川
宏
志
氏（
短
歌
部
門
）。
応

募
数
一
般
の
部
１
３
３
０
首
。
学

生
の
部
６
０
７
９
首
。
入
選
者
一

般
の
部
最
優
秀
一
席
佐
野
友
子
氏

（
兵
庫
県
川
西
市
）学
生
の
部
最
優

秀
高
松
輝
空
翔
さ
ん
（
小
野
市
立

市
場
小
二
年
）
他
２
名
。
出
席
者

小
野
市
長
蓬
莱
務
氏
他
。
選
者
馬

場
あ
き
子
、
永
田
和
宏
、
宇
多
喜

代
子
各
氏
。
▼
９
月
16
日
、
コ
ミ

セ
ン
お
の
に
て
小
野
市
文
芸
大
会

開
催
。
応
募
数
55
首
。
市
長
賞
中

北
明
子
氏（
小
野
市
）。
出
席
者
小

野
市
教
育
委
員
会
課
長
松
田
祐
司

氏
他
。
▼
10
月
８
日
西
脇
市
総
合

市
民
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
て
西
脇

市
短
歌
大
会
開
催
。
応
募
数
一
般

１
３
７
首
、
学
生
６
４
３
首
。
一

般
の
部
特
選
一
席
黒
田
貴
美
子
氏

（
丹
波
市
）、
学
生
の
部
特
選
江
頭

芽
生
さ
ん
（
滝
野
中
２
年
）、藤
原

春
那
さ
ん
（
東
条
中
３
年
）
藤
原

夏
実
さ
ん（
東
条
中
２
年
）。
一
般

の
部
選
者
尾
崎
ま
ゆ
み
氏
。

�

（
芝
本
政
宣
）

【
西
播
】
９
月
24
日
、宍
粟
市
市
民

短
歌
会
開
催
。
▼
10
月
４
日
、
西

播
磨
短
歌
祭
部
会
開
催
。
尼
子
勝

義
、
内
海
永
子
、
飯
田
進
、
安
東

は
つ
子
、
小
松
カ
ヅ
子
各
氏
参
加
。

西
播
磨
短
歌
祭
の
選
歌
、
運
営
に

つ
い
て
協
議
。
▼
10
月
７
日
、
赤

穂
市
民
文
化
祭
短
歌
会
開
催
。
▼

10
月
21
日
、
上
郡
町
民
文
化
祭
短

歌
会
開
催
。
▼
11
月
２
日
、
佐
用

町
庁
舎
に
て
さ
よ
う
文
化
祭
短
歌

大
会
開
催
。
安
藤
直
彦
、
新
家
イ

サ
子
、
菅
原
艶
子
、
船
引
貴
明
各

氏
参
加
。
佐
用
町
長
賞
（
雑
草
と

言
う
名
の
草
は
無
い
も
の
を
抜
き

つ
つ
小
さ
き
花
に
手
を
止
む　

黒

崎
文
子
）。
▼
11
月
５
日
、
西
播

磨
短
歌
祭
開
催
。
出
詠
数
は
一
般

１
８
２
首
、学
生
７
５
７
首
。一
般

の
部
県
知
事
賞
寺
田
紘
子
氏
。
学

生
の
部
西
播
磨
県
民
局
長
賞
中
條

優
那
さ
ん
。

�

（
尼
子
勝
義
、
安
藤
直
彦
）

地
　
区
　
通
　
信

【
阪
神
】
８
月
20
日
、天
王
寺
に
て

「
心
の
花
」
の
松
本
美
穂
氏
（
フ

ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
市
在
住
）
を
迎

え
「
ナ
ヅ
ノ
キ
」
超
結
社
歌
会
を

開
催
。
田
中
教
子
、
御
手
洗
靖
大
、

吉
野
節
子
各
氏
他
７
名
出
席
。
▼

10
月
７
日
、
塚
口
に
て
末
安
美
保

氏
（
パ
リ
在
住
の
画
家
・
歌
人
）
を

迎
え
「
ナ
ヅ
ノ
キ
」
超
結
社
歌
会

開
催
。
田
中
教
子
、
楠
誓
英
、
森

垣
岳
、
御
手
洗
靖
大
、
吉
野
節
子

各
氏
他
６
名
出
席
。�（
吉
野
節
子
）

【
西
宮
】西
宮
歌
人
協
会
は
11
月
1

日
、85
名
参
加
の
『
年
刊
歌
集
』
第

40
集
を
刊
行
。
▼
11
月
5
日
、
西

宮
市
中
央
公
民
館
に
て
第
68
回
西

宮
市
市
民
文
化
祭
、
短
歌
大
会
を

開
催
（
主
催
・
運
営
西
宮
歌
人
協

会
）。
中
川
昭
氏
講
演
「
迢
空
雑

感
」。�

（
小
林
幹
也
）

【
神
戸
】
▼
6
月
20
日
、浮
田
伸
子

氏
第
二
歌
集
『
青
き
ほ
く
ろ
』
を

上
梓
。
▼
6
月
28
日
、
サ
ン
プ
ラ

ザ
西
館
に
て
神
戸
芸
術
文
化
会
議

運
営
委
員
会
開
催
、
黒
崎
由
起
子

氏
出
席
。
▼
7
月
6
日
、
サ
ン
プ

ラ
ザ
西
館
に
て
神
戸
芸
術
文
化
会

議
文
芸
部
会
開
催
、
尾
崎
ま
ゆ
み
、

中
川
昭
、
黒
崎
由
起
子
各
氏
出
席
。

▼
7
月
16
日
、
生
田
神
社
会
館
に

て
半
ど
ん
の
会
文
化
賞
贈
呈
式
開

催
、
土
居
正
氏
が
受
賞
。
楠
田
立

身
、
中
川
昭
、
浮
田
伸
子
、
た
な
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◇
余
滴
◇

　

ハ
プ
ニ
ン
グ
の
続
く
編
集
を
皆
様
の
尽
力

に
よ
り
の
り
切
れ
感
謝
し
て
い
ま
す
。
森
嶋

【
但
馬
】
11
月
12
日
、朝
来
市
大
蔵
市
民
会
館

に
て
竹
柏
会
「
心
の
花
」
主
催
「
じ
ろ
は
っ

た
ん
の
里
」
歌
会
。
▼
11
月
18
日
、
城
崎
温

泉
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
て
但
丹
歌
人
会

「
秋
の
大
会
」
開
催
。
講
演
「
岸
野
利
雄
さ
ん

の
想
い
出
」
講
師
、
高
橋
博
子
氏
。
▼
11
月

18
日
、
豊
岡
市
但
馬
文
教
府
に
て
「
但
馬
文

学
の
つ
ど
い
」。�

（
足
立
勝
歳
）

【
淡
路
】
７
月
15
日
、洲
本
図
書
館
に
て
第
36

回
全
淡
短
歌
祭
開
催
。
応
募
数
一
般
の
部
70

首
、ジ
ュ
ニ
ア
17
首
（
二
次
選
考
）。
文
化
協

会
長
賞
（
光
受
け
夢
運
ぶ
ご
と
き
飛
行
機
を

見
上
げ
る
吾
の
手
に
レ
ジ
袋　

平
啓
子
）。表

彰
式
後
「
言
葉
の
択
び
方
・
練
り
方
」
に
つ

い
て
尾
崎
ま
ゆ
み
氏
の
講
義
。
▼
10
月
3
日
、

年
刊
歌
集
『
給
水
塔
』
第
43
輯
刊
行
。
東
浦

短
歌
会
。
参
加
11
名
、
２
３
８
首
。
代
表
片

山
田
佳
子
氏
、
編
集
委
員
来
田
務
氏
▼
10
月

22
日
、
洲
本
図
書
館
に
て
ふ
れ
あ
い
短
歌
教

室
開
催
。
台
風
上
陸
の
た
め
参
加
３
名
だ
っ

た
が
熱
心
な
学
習
会
。�

（
来
田　

務
）

受
贈
歌
集
・
歌
書（
兵
庫
県
関
係
分
）

☆『
青
き
実
の
ピ
ラ
カ
ン
サ
』�

大
地
た
か
子

�

５
月　

な
が
ら
み
書
房

　

ピ
ラ
カ
ン
サ
の
米
粒
ほ
ど
の
青
き
実
の
濡

れ
て
し
づ
か
な
カ
フ
ェ・
ド
・
モ
ン
ト
レ

☆『
天
啓
』�

前
田
ひ
さ
子

�

５
月　

丹
波
新
聞
社

　

熱
帯
夜
姑
の
奏
す
る
ハ
ー
モ
ニ
カ「
月
の

砂
漠
」は
闇
夜
に
透
け
り

資　格　兵庫県歌人クラブ会員及び県下在住・在勤・在学者・他関係者
作　品　未発表短歌２０首
様　式　１．作品はＡ４判400字詰め原稿用紙2枚に浄書、右肩を

　綴じる
　　　　２．1枚目の欄外に作品表題と新旧仮名遣い別を記入する
　　　　３．作品表題・氏名・生年月日・郵便番号・住所・電話番号・

　 所属結社名を記入した表紙をつける
　　　　４．封筒の表に「兵庫短歌賞応募作品」と朱書きする
応募料　2,000円（作品に同封、切手不可）
締　切　平成30年2月13日（消印有効）
宛　先　〒666-0261　川辺郡猪名川町松尾台４－４－３３
　　　　吉野節子方
　　　　兵庫県歌人クラブ「兵庫短歌賞」係
選　考　兵庫県歌人クラブ兵庫短歌賞選考委員会
発　表　会報第199号紙上
表　彰　平成30年4月29日  兵庫県歌人クラブ総会・神戸短歌祭会場
� 県民会館11Ｆパルテホール
※平成25年度より、今までの「新人賞」の呼称を改め、「兵庫短歌賞」とし、
その中に「兵庫短歌賞・新人賞・奨励賞」を設け、年度作品によって選考
委員会が判断（「該当作無し」の場合もある）することとなっております。
「兵庫短歌賞」に向け、既に「新人賞」「奨励賞」受賞者もご応募可です。

（問合せ先）679－5322　佐用郡佐用町上石井685　安藤直彦
� ℡0790（85）0021　 090－3650－2998

平成29年度　兵庫県歌人クラブ
「兵庫短歌賞」「新人賞」作品募集要項

☆『
青
き
ほ
く
ろ
』�

浮
田
伸
子

�

６
月　

砂
子
屋
書
房

　

子
と
わ
れ
に
青
き
ほ
く
ろ
の
あ
る
事
を
思

ひ
出
し
た
り
何
ゆ
ゑ
と
な
く

☆『
幸
福
な
時
間
』�

吉
村
明
美

�

６
月　

本
阿
弥
書
店

　
「
幸
福
な
場
所
」と
う
個
展
に
私
が
子
ど
も

の
こ
ろ
を
過
ご
し
た
世
界

☆『
岸
』�

岩
尾
淳
子

�

６
月　

な
が
ら
み
書
房

　

岸
、そ
れ
は
祖
母
の
名
だ
っ
た
あ
て
の
な
き

旅
の
途
中
の
舟
を
寄
せ
ゆ
く

☆『
と
も
し
び
』　
明
石
短
歌
会
作
品
集
33

�

７
月　

西
村
紀
子

　
「
運
命
だ
ね
」と
言
い
し
あ
な
た
の
浮
か
び

き
て
桜
吹
雪
を
ひ
と
り
に
浴
び
る

☆『
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
の
扉
』�

小
谷
博
泰

�

９
月　

い
り
の
舎

　

シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
の
扉
か
ら
次
の
扉
へ
と
百

年
た
っ
て
た
ど
り
着
い
た
が

☆『
高
粱
畑
』�

加
納
百
合
子

�

９
月　

友
月
書
房

　

ざ
つ
く
り
と
高
粱
刈
ら
れ
中
国
の
ひ
ろ
ら

の
空
よ
過
ぎ
て
思
へ
り

☆『
水
引
き
草
』�

谷
口
君
子

�

９
月　

大
倉
印
刷

　

わ
が
世
に
て
農
を
終
え
る
と
決
め
し
日
の

入
日
は
谷
の
田
を
煌
め
か
す

☆『
枇
杷
の
種
ひ
と
つ
』�

山
中
昌
子

�

10
月　

本
阿
弥
書
店

　

母
の
木
の
枇
杷
の
種
ひ
と
つ
娘こ

の
庭
の
隅

に
こ
っ
そ
り
埋う

ず

め
て
来
た
り

☆『
給
水
塔
』　
第
四
十
三
輯�

東
浦
短
歌
会

�
10
月　

大
木
津
多
代

　

老
人
と
呼
ば
れ
る
歳
を
迎
え
た
り
裸
木
の

ご
と
ま
た
も
生
き
た
し

「
高
嶺
」
終
刊
の
お
知
ら
せ

　

昭
和
三
年
、早
川
幾
忠
先
生
が
創
始
さ

れ
て
以
来
の
「
高
嶺
」
は
平
成
三
十
年
第

九
十
巻
第
一
号
を
も
っ
て
そ
の
歴
史
を

閉
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

永
年
の
励
ま
し
と
お
力
添
え
に
深
く

感
謝
し
、こ
こ
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆新年懇親会のご案内☆
　恒例の新年会を下記の内容で催します。結社を越えて短歌について語
り合い、短歌の輪を広げる場といたしたいと願っております。参加ご希望
の方は下記、新屋までご連絡下さい。
日　時　平成３０年１月２１日（日）　11：30～14：30（11：10受付開始）
会　場　萬寿殿　　℡078‐231‐4531
　　　　神戸市中央区中山手通2－20－4
　　　　（生田神社北側中山手通沿い）
会　費　6,000円／人（料理・フリードリンク）
　　　　（連絡先）　新屋　修一　℡　079（423）5168


